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地
域
の
た
め
、人
の
た
め

「
ザ
ク
ッ
、
ザ
ク
ッ
」

　

冬
晴
れ
の
空
の
下
、
力
強
く
ス
ノ

ー
ダ
ン
プ
を
操
る
の
は
、
村
上
薫
さ

ん
。（
公
社
）
酒
田
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
副
理
事
長
、
八
幡
地

域
升
田
地
区
の
民
生
委
員
な
ど
を
務

め
る
傍
ら
、
地
域
の
た
め
さ
ま
ざ
ま

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

村
上
さ
ん
に
活
動
の
理
由
を
聞
く

と
「
私
自
身
は
『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』

と
い
う
言
葉
に
と
ら
わ
れ
て
は
い
ま

せ
ん
。
こ
れ
ま
で
元
気
に
生
き
て
こ

ら
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
、

地
域
の
方
へ
お
返
し
し
て
い
る
だ
け

で
す
」
と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し

た
。

　

村
上
さ
ん
は
、
八
幡
地
域
内
の
老

人
ホ
ー
ム
に
30
年
間
勤
務
し
、
退
職

後
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登

録
。
草
刈
り
や
農
作
業
の
手
伝
い
、

駐
車
場
整
理
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
務

に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕
事

は
、
収
入
の
た
め
よ
り
も
、
地
域
の

た
め
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
の
お
手
伝

い
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
行
っ

て
い
ま
す
」
と
語
る
村
上
さ
ん
。
同

時
に
、
升
田
地
区
の
民
生
委
員
と
し

て
、
地
域
と
行
政
を
つ
な
ぐ
役
割
も

担
っ
て
い
ま
す
。

「
誰
も
や
る
人
が
い
な
い
か
ら
引
き

受
け
た
の
で
す
が
、
地
域
の
た
め
で

す
か
ら
」
と
、
地
域
内
の
住
民
の
相

談
を
受
け
た
り
、
一
人
暮
ら
し
の
お

元
気
に
暮
ら
せ
る
の
は
周
り
の
お
か
げ
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
そ
の
お
返
し
で
す

今
月
の
人

村
上 

薫
さ
ん 

● M
urakam

i K
aoru
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日本海と大地がつくる 水と命の循環
鳥 海 山・飛 島 ジオ パ ー ク

リレー コラム

問市観光振興課観光企画係 ☎26-5759

年
寄
り
の
安
否
確
認
を
行
っ
た
り
と
、

日
々
奔
走
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
人
の
た
め
な
ら
ず

　

村
上
さ
ん
が
暮
ら
す
升
田
地
区
は
、

市
内
で
も
有
数
の
豪
雪
地
。

「
高
齢
化
で
除
雪
作
業
が
で
き
な
い

人
が
増
え
て
き
た
の
で
始
め
た
」
と

い
う
高
齢
者
宅
の
除
雪
作
業
。「
玄

関
先
の
通
り
道
を
作
る
だ
け
だ
よ
」

と
村
上
さ
ん
は
笑
い
ま
す
が
、
同
地

区
の
雪
の
量
を
見
れ
ば
重
労
働
な
の

は
明
ら
か
。
そ
れ
で
も
村
上
さ
ん
は

「
除
雪
が
終
わ
っ
た
後
『
あ
り
が
ど

の
』
の
一
言
と
、
地
域
の
人
の
笑
顔

を
見
る
だ
け
で
元
気
が
出
ま
す
よ
」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

「
作
業
は
確
か
に
大
変
だ
け
ど
、
実

は
い
い
運
動
。
自
分
の
健
康
の
た
め

で
も
あ
る
ん
だ
よ
」
と
笑
顔
の
村
上

さ
ん
。

　

ふ
と
空
を
見
上
げ
る
と
、
空
を
吹

き
抜
け
る
風
が
雲
を
押
し
の
け
、
暖

か
な
日
差
し
を
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。

お
す
す
め
！ 

飛
島
の
遊
覧
ジ
オ
ツ
ア
ー

R
elay Colum

n  26

第 回26

「
あ
り
が
と
う
」
の
笑
顔
が
、
と
て
も
う
れ
し
い

　

鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
エ

リ
ア
内
に
は
、
海
に
関
係
す
る
見
ど

こ
ろ
が
多
く
、
特
に
飛
島
に
は
た
く

さ
ん
の
見
ど
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

飛
島
で
お
勧
め
な
の
は
、
遊
覧
船

の
ジ
オ
ツ
ア
ー
。
漁
の
繁
忙
時
間
を

除
い
て
５
隻
ほ
ど
の
漁
船
が
遊
覧
に

対
応
し
て
お
り
、
昨
年
か
ら
は
遊
覧

専
用
の
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
も
営
業
し

て
い
ま
す
。
勝
浦
港
か
ら
館
岩
を
経

て
、
本
島
の
沖
１
キ
ロ
㍍
ほ
ど
に
あ

る
烏
帽
子
群
島
と
御お

積し
ゃ
く

島じ
ま

を
巡
る
50

分
ほ
ど
の
コ
ー
ス
は
手
軽
で
満
足
度

も
満
点
で
す
。

　

勝
浦
港
か
ら
見
え
る
館
岩
の
周
囲

に
は
波
の
侵
食
に
耐
え
た
荒
々
し
い

景
観
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
烏
帽
子

群
島
は
、
溶
岩
が
冷
え
て
縮
ま
る
と

き
に
で
き
た
柱
状
節
理
が
発
達
し
て

い
ま
す
。同
群
島
は「
材
木
岩
」と
呼

ば
れ
、
弘
法
大
師
伝
説
も
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。
本
島（
海
抜
69
㍍
）よ
り
も

高
い
御
積
島（
海
抜
77
㍍
）の
海
食
洞

窟
は
龍
神
が
棲す

む
と
信
じ
ら
れ
て
い

て
、
近
隣
の
漁
民
や
北
前
船
の
乗
組

員
か
ら
あ
つ
い
信
仰
を
集
め
た
聖
な

る
島
で
す
。
こ
れ
ら
の
島
を
つ
く
っ

た
溶
岩
は
今
か
ら
約
１
千
万
年
前
に

海
底
火
山
か
ら
噴
出
し
た
も
の
だ
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
本
島
の

北
の
外
れ
に
浮
か
ぶ
二
俣
島
は
、
日

本
海
が
で
き
た
１
千
５
０
０
万
年
前

に
噴
出
し
た
溶
岩
の
島
で
、
島
中
が

柱
状
節
理
の
断
面
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
な
エ
リ
ア
に
変
化
に

富
ん
だ
岩
石
や
地
形
が
見
ら
れ
る
飛

島
。遊
覧
船
に
乗
っ
て
ち
ょ
っ
と
デ
ィ

ー
プ
な
ジ
オ
ツ
ア
ー
を
堪
能
し
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。

鳥海山・飛島ジオパーク推進協議会
専任研究員

岸本 誠司氏
▲御積島の洞窟を船上から参拝

▲愛用のスノーダンプでどんどん除雪

▲村上さんも参加している「日向ささえあい除雪ボランティア」。
今年も2月11日㈷に行われます。
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岡市のNPO法人「鶴岡淡水魚夢
ゆめ

童
わらべ

の会」か
ら本市に、写真集「山

お
形
ら

県
だ

の森
い

川
さ

海
ん

 郷土に
生息する淡水魚たち。」67冊が寄贈されました。写
真集は、市内の小中学校33校に配布されます。

山地域と鹿児島県志布志市は「松山」の名を
持つ縁で平成6年から青少年相互交流を行っ

ています。雪に覆われた松山地域を訪問した志布志
市の小学生10人は、3泊4日の日程で、まんじゅう
作り体験やスキー体験、ホームステイなどで地域の
人々と交流を深めました。

鶴

松

児童の学習のために1/10

巻き寿
ず

司
し

つくっちゃお1/14

体験から学んだこと1/14

んたん！かわいい！巻き寿司つくっちゃお♪」
講座が総合文化センターで開催されました。

飾り巻き寿司インストラクターの森屋久美子氏の指
導の下、ブランド米つや姫を使い「お花の巻き寿司」
と「四海巻き」を作りました。

合文化センターで、第24回「少年の翼」報
告会が行われました。参加した小学5年・6

年生は、さまざまな体験から学んだことを発表。親
元を離れ、自分たちで考え行動した子どもたちは、
今回の少年の翼に関わってくれた関係者への謝意を
伝えました。

の玉簾の滝のライトアップが行われ、LED
カラー投光器によって浮かび上がった雪と氷

が織り成す、この時期しか見られない滝の様子を、
訪れた多くの市民や観光客が楽しみました。

総 雪

「か

雪がいっぱい、
笑顔もいっぱい1/20〜23

厳冬期の滝をライトアップ1/20〜22、
27〜29

鐙屋で「塞
さい

道
どう

の幕見」が行われました。塞道
の幕見とは、歴史上の出来事や物語の場面を

染め抜いた大きな幕を屋敷の塀などに飾り、それを
人々が見て回る小正月の行事。旧鐙屋では、各町内
に伝わる幕を毎年この時期に展示しています。

旧

往時の酒田をしのぶ〜1/15

ズームアップ酒田
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春書き初め会」が総
合文化センターで行

われ、市内の小中学生47
人が参加。講師の平田明山
氏と渡部庚新氏の指導の下、
一筆一筆丁寧に書き上げて
いました。

際ソロプチミスト酒田から本市に、児童図書
充実のための資金が寄付されました。同団体

から本市には、昭和57年から毎年継続して、青少
年育成のための寄付や寄贈が行われており、児童図
書や書架の充実などに活用されています。

国

ジオパークについて考える12/21

子どもたちの未来のために12/21

流ひろばで、中
学・高校生がボ

ランティアで企画・運
営したV

ビ ビ

iViっどおもしぇ
コンサートが行われま
した。子どもたちは知っ
ている歌が流れると、
一緒に歌ったり踊った
りして、会場は大いに
盛り上がりました。

交

海山・飛島ジオパークの日本ジオパーク認定
を記念し、遊佐町でフォーラムが行われまし

た。基調講演や小学生による研究発表が行われ、参
加者は地域振興と防災の面からジオパークについて
考えました。

鳥 地域福祉に尽くす団体などに贈られる「愛の鳩
賞」を受賞した「朗読ボランティア『声の広

報』」の皆さんが、副市長を表敬訪問しました。同
団体は、目の不自由な方に本紙や市議会だよりを朗
読したCDやテープを提供し続けています。

第

音楽って楽しいね！12/23

声で届ける情報と思いやり12/28

気持ちを新たに筆をはしらせる1/5

土門拳氏の作品に囲まれながら1/7
56回私の街さかた写真コンテスト表彰式が
土門拳記念館で行われました。141点の中か

ら選ばれた入賞作品17点は、2月末まで市内各所で
巡回展示しています。
◆入賞作品と展示場所については、本紙1月1日号
を参照してください。

「新

酒田の旬な出来事をまとめて紹介。
あの日あの時の気になるニュースや
街をにぎわせた明るい話題を振り返ります。2

February

9 酒田市広報　私の街さかた　2017.2.1



2　酒田駅周辺整備事業に伴い、公共施設として酒田コミュニケーションポート（仮
称）を整備します。整備検討委員会やアンケート調査、ワークショップ、各団体な
どとの意見交換会などで出された意見を踏まえ、当該施設の基本計画（案）を策定
しましたので、その概要をお知らせします。

問
市
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
都
市
デ
ザ
イ
ン
係 

☎
２
６-

５
７
４
６

酒
田
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ポ
ー
ト（
仮
称
）整
備
基
本
計
画（
案
）の
決
定
と
意
見
募
集

●「知」のライブパフォーマンス
・東北公益文科大学まちなか講座
・本の著作者や酒田ゆかり人のミニトーク
・ライブラリアン※によるお薦めの本の紹介など
� ※司書、図書館員のこと。

●「地」のライブパフォーマンス
・駅前マルシェ
・各地伝統芸能ストリートライブ
・�食べマルシェ（酒田フレンチ、酒田のラーメ

ン）など

知（地）のアリーナ

施設が目指す姿

──ヒト・モノ・コトが行き交い、多様なコミュニケーションが創出され、
知（地）的好奇心がインスパイア※されるみんなの居場所──

※奮い立たせる、駆り立てるなどの英訳。　

ライブラリーセンター
・�地域課題の解決支援、レファレンス機能の向上
・�開架約20万冊、閉架約10万冊の蔵書
・�開館時間の延長（現行より2時間程度延長）
・�飲み物持ち込み可など居心地の良い空間の提供
（BGMが流れる少しにぎやかな空間）
・�幅広い年齢層の市民が集い、利用し、活動できる
場所づくり
・�市民ニーズに対応できる人材の育成
・�青少年、若者向けの資料の充実
・�児童、子育て世代へのサービス拡充など

学び、成長する場
・�地域を知り、学び、好きになる
・�市民の知的好奇心に応え、支援し、暮
らしを豊かにする

交流の場
・�日常のライフシーンに応える
・�市民も、観光客も寛

くつろ

ぎ、交わる

カフェ
・�気軽に立ち寄れる雰囲気づくりや価格の設定
・�図書資料の閲覧可能など

広場・駐車場・バスベイ
・�イベント会場として積極的に活用できる広場
・�最初の2時間まで一律無料の駐車場の検討
・�バス停の集約の検討など

基 本 理 念

アクションプラン（イメージ）
施設の目指す姿の実現のため、アクションプランとして次のものを実施していきたいと考えています。

各機能別施設計画

基 本 方 針

情報発信の場
・�庄内地方、酒田らしさを積極的に発
信する
・�明確な情報が拡散、口コミで広がる

子育ての場
・�親子で気兼ねなく、安心し、利用できる

観光情報センター
・�観光コンシェルジュの配置、養成
・�市民関係団体などと連携した活動など

  2
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募
集
期
間
／
２
月
10
日
㈮
ま
で

公
表
資
料
の
設
置
場
所
／
市
役
所
５
階

都
市
デ
ザ
イ
ン
課
、
市
役
所
２
階
行
政

情
報
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
、
各
総
合
支
所
地

域
振
興
課

意
見
を
提
出
で
き
る
方
／
市
内
に
住
所

を
有
す
る
方
、
市
内
に
事
務
所
や
事
業

所
を
有
す
る
方
、
市
内
の
事
務
所
や
事

業
所
に
勤
務
す
る
方
、
市
内
の
学
校
に

在
学
す
る
方
、
意
見
募
集
に
係
る
事
案

に
利
害
関
係
を
有
す
る
方

意
見
提
出
方
法
／
〒
９
９
８-

８
５
４
０

（
住
所
不
要
）酒
田
市
都
市
デ
ザ
イ
ン
課

へ
郵
送
ま
た
は
持
参 

5
２
６-

６
４
８
２ 

toshi-design@
city.sakata.lg.jp

◆
詳
し
く
は
公
表
資
料
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。
公
表
資
料
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

◆
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、
市
の
考
え
と

と
も
に
後
日
公
表
し
ま
す
。

◆
個
々
の
意
見
に
対
す
る
直
接
回
答
は

行
い
ま
せ
ん
。

【
今
後
の
予
定
】

２
月
下
旬
頃
／
本
基
本
計
画
の
決
定 

【
駅
周
辺
整
備
事
業
に
関
す
る
出
前
講
座
】

申
し
込
み
／
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
へ

　

全
国
の
企
業
・
団
体
で
組
織
す
る
公

益
社
団
法
人
日
本
港
湾
協
会
が
発
行
す

る
情
報
誌
「
港
湾
」
で
、
同
誌
が
選
ぶ

「
ポ
ー
ト
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
２
０

１
６
」
に
酒
田
港
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ポ
ー
ト
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
は
、

そ
の
年
で
最
も
優
れ
、
日
本
の
港
湾
・

臨
海
部
の
活
性
化
に
寄
与
し
「
み
な
と

の
元
気
」
を
高
め
た
港
湾
を
全
国
で
１

港
選
定
し
顕
彰
し
て
い
ま
す
。

　

酒
田
港
は
「
み
な
と
を
利
用
し
た
に

ぎ
わ
い
創
出
」「
外
国
ク
ル
ー
ズ
船
の

寄
港
決
定
」「
コ
ン
テ
ナ
貨
物
の
飛
躍
的

増
加
」
な
ど
の
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
受
賞
に
よ
り
、
酒
田
港
と
本
市

の
認
知
度
の
向
上
、
さ
ら
な
る
発
展
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

外
国
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
や
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
な
ど
を
通
し
て
、
国

内
外
か
ら
本
市
へ
多
く
の
観
光
客
を
呼

び
込
み
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
結
び

付
け
る
た
め
、
市
民
自
ら
が
お
客
さ
ま

を
お
も
て
な
し
す
る
組
織
と
し
て
、
２

月
23
日
㈭
に
市
民
会
議
を
設
立
し
ま
す
。

　

設
立
に
当
た
り
、広
く
会
員
（
法
人・

団
体
・
個
人
な
ど
）
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
／
２
月
13
日
㈪
ま
で
（
会
議

発
足
後
は
、
随
時
募
集
し
ま
す
）

会
員
要
件
／
本
市
に
住
所
が
あ
る
法
人
、

団
体
、
個
人
で
、
次
の
活
動
分
野
に
参

加
で
き
る
こ
と

活
動
分
野
／
観
光
活
動
分
野
、
市
民
活

動
分
野
、
企
業
活
動
分
野
（
法
人
・
団

体
は
複
数
分
野
の
選
択
可
。
個
人
の
場

合
は
市
民
活
動
分
野
の
み
参
加
可
）

申
し
込
み
／
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
〒
９
９
８-

８
５
４
０
（
住

所
不
要
）
酒
田
市
市
長
公
室
へ
郵
送
ま

た
は
持
参 

5
２
６-

３
６
８
８ 

ko 
shitsu@

city.sakata.lg.jp
◆
申
込
用
紙
は
市
役
所
４
階
市
長
公
室

に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

４
月
よ
り
、
口
座
振
替
に
加
え
、
新

た
に
現
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

で
も
割
引
額
の
大
き
な
２
年
前
納
が
で

き
ま
す
。

●
現
金
（
納
付
書
）
に
よ
る
前
納

　

任
意
の
月
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の
前

納
が
で
き
ま
す
。
最
大
で
４
月
分
か
ら

翌
々
年
３
月
分
ま
で
の
２
年
分
の
前
納

が
で
き
ま
す
。

●
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
前
納

　

４
月
分
か
ら
翌
々
年
３
月
分
ま
で
の

保
険
料
を
４
月
末
に
納
付
で
き
ま
す
。

前
納
の
申
込
期
限
／
２
月
28
日
㈫

申
し
込
み
／
鶴
岡
年
金
事
務
所
へ 

☎

０
２
３
５-

２
３-

５
０
４
０

　本人の入院治療のため、公演中止に
なりました。
【公演チケットの払い戻し】
期間／2月7日㈫～3月11日㈯午前9時
～午後6時（月曜日は休館、3月11日
は午後4時まで）▶場所／希望ホール
◆詳しくは同ホールへ問い合せてください。

問�

市
商
工
港
湾
課
港
湾
空
港
係

　

☎
２
６-

５
７
５
８

酒
田
港
が「
ポ
ー
ト・オ
ブ
・
ザ
・イ
ヤ
ー

２
０
１
６
」に
決
定
！

問�
市
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
都
市
デ
ザ
イ

ン
係 

☎
２
６-

５
７
４
６

酒
田
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ポ
ー
ト

（
仮
称
）整
備
基
本
計
画（
案
）に
係
る

意
見
公
募（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

問�

市
長
公
室 

☎
４
３-

８
２
７
７

酒
田
交
流
お
も
て
な
し
市
民
会
議

（
仮
称
）の
会
員
を
募
集
し
ま
す

問�

市
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係 

☎
２

６-

５
７
２
８
、
各
総
合
支
所
地
域

振
興
課
市
民
係

国
民
年
金
保
険
料
の
２
年
前
納
が

便
利
に
な
り
ま
す

問�希望ホール ☎26-5450

希望ホール自主事業
市原悦子朗読とお話の世界
公演中止のお知らせ
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市・県
民
税
の
申
告
相
談
日
程

【
酒
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー（
緑
町
）】

日
時
／
２
月
24
日
㈮
～
３
月
15
日
㈬
午

前
９
時
～
午
後
４
時

申
告
会
場
臨
時
電
話
／
２
６-

２
６
９
１

【
八
幡
・
松
山
・
平
田
総
合
支
所
】

　

本
紙
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
（
八
幡
・
平
田
・
松
山
地
域

に
の
み
折
り
込
み
し
て
い
ま
す
）。

◆
受
け
付
け
は
月
曜
～
金
曜
日
の
み
で

す
。
３
月
５
日
㈰
は
午
前
９
時
～
午
後

３
時
に
酒
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
期
間
中
は
市
役
所
本
庁
舎
で
の
申
告

相
談
は
行
い
ま
せ
ん
。
市
・
県
民
税
の

申
告
書
が
届
い
た
方
は
、
指
定
日
に
申

告
会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
詳
し
い
日
程
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

●
郵
送
で
も
申
告
を
受
け
付
け
ま
す

受
け
付
け
／
３
月
15
日
㈬
（
消
印
有

効
）
ま
で
〒
９
９
８-

８
５
４
０
（
住

所
不
要
）
酒
田
市
税
務
課
市
民
税
係
へ

◆
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
電
話
番
号
を
必
ず
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

市・県
民
税
の
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

　

平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
、
本
市
に

住
所
が
あ
る
方
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
。
た
だ
し
確
定
申
告
を
し
た

方
は
、市･

県
民
税
の
申
告
は
不
要
で
す
。

・
給
与
支
払
報
告
書
が
勤
務
先
か
ら
市

に
未
提
出
の
方
（
年
末
調
整
済
み
の
給

与
所
得
者
は
通
常
申
告
不
要
で
す
）

・
給
与
お
よ
び
公
的
年
金
な
ど
以
外
の

所
得
が
あ
っ
た
方
（
確
定
申
告
が
不
要

の
20
万
円
以
下
で
も
必
要
で
す
）

・
給
与
お
よ
び
公
的
年
金
な
ど
の
所
得

者
で
、
医
療
費
控
除
な
ど
の
所
得
控
除

を
追
加
し
て
受
け
よ
う
と
す
る
方

・
所
得
の
な
い
方
の
う
ち
国
民
健
康
保

険
の
加
入
者
（
申
告
が
な
い
と
、
国
民

健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
な
ど
を
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

◆
障
害
年
金
お
よ
び
遺
族
年
金
は
課
税

対
象
の
収
入
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た

失
業
給
付
、
労
災
保
険
給
付
は
原
則
、

非
課
税
で
す
。

●
市
・
県
民
税
の
申
告
に
必
要
な
も
の

　

下
表
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
郵
送
の
場
合
は
原
本
を
添
付
し
て
送

●市・県民税の申告に必要なもの

①印鑑 朱肉を用いるもの（認め印可）

②個人番号確認書類 個人番号カード（マイナンバーカード）、通知カード、個人番号の記載
がある住民票の写しのうちいずれか1つ

③身元確認書類 【顔写真付きの場合】個人番号カード（マイナンバーカード）、免許
証、パスポート、障害者手帳、在留カードなどのうちいずれか1つ

【顔写真の無い場合】保険証、身分証明書、源泉徴収票、納税通
知書、国税・地方税・社会保険料・公共料金の領収書などのうちいず
れか2つ

④平成28年中の
所得計算の資料
となるもの

給与や年金の源泉徴収票、報酬などの支払調書、帳簿、収支内訳
書、領収書・請求書など。営業・農業・不動産所得のある方は、事前
に帳簿などを整理して収支内訳書に記入してください

⑤平成28年中の
所得控除計算の
資料となるもの

生命保険料や地震保険料の控除証明書、医療費・社会保険料（国
民健康保険税、国民年金など）・小規模企業共済などの掛け金の支
払証明書や領収書、障害者手帳など。医療費の領収書は事前に整
理し、集計してください

⑥代理人の場合
委任状と代理人の
身元確認書類

委任状の様式は任意とします（個人番号の提供を受ける権限を委
任する旨の記載があるもの、本人自署）。身元確認書類は③と同じで
す。本人による自署が難しい場合は相談してください

問
市
税
務
課
市
民
税
係 

☎
２
６-

５
７
１
２
～
５
７
１
４

市・県
民
税
の
申
告
相
談
が
始
ま
り
ま
す

付
し
て
く
だ
さ
い
（
た
だ
し
②
③
お
よ

び
⑤
の
う
ち
障
害
者
控
除
に
関
す
る
書

類
は
そ
の
写
し
を
添
付
）。

◆
障
害
者
手
帳
な
ど
を
持
っ
て
い
な
い

方
で
も
、
65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を

受
け
、
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
が

あ
れ
ば
、
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
認
定
書
の
交
付
に
つ
い

て
は
、
市
福
祉
課
地
域
福
祉
係 

☎
２

６-

５
７
３
１
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

◆
お
む
つ
代
を
医
療
費
控
除
と
し
て
申

告
す
る
場
合
、
お
む
つ
使
用
証
明
書
が

必
要
で
す
。
１
年
目
は
主
治
医
に
よ
る

証
明
書
が
必
要
で
す
。
２
年
目
以
降
は

市
福
祉
課
地
域
福
祉
係
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

◆
証
明
書
な
ど
が
な
い
と
、
控
除
を
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

  2

12



　

今
年
は
５
２
５
句
の
作
品
が
寄
せ
ら

れ
、
そ
の
中
か
ら
審
査
の
結
果
、
次
の

通
り
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
の
で

紹
介
し
ま
す
。

大
賞

さ
つ
ま
い
も

　

お
て
て
つ
な
い
で　

で
て
き
た
よ

�

鈴
木
ね
い
ろ
さ
ん（
酒
田
第
二
幼
稚
園
）

う
ん
ど
う
か
い

　

ま
け
て
も
か
っ
て
も　

な
か
な
い
ぞ

�

須
田
み
う
み
さ
ん（
若
草
幼
稚
園
）

う
ん
と
こ
し
ょ

　

ち
か
ら
く
ら
べ
だ　

さ
つ
ま
い
も

�

青
木
実
寧
さ
ん（
八
幡
小
２
年
）

初
雪
に

　

寒
さ
も
忘
れ　

窓
開
け
る

�

奥
山
颯
大
さ
ん（
若
浜
小
６
年
）

線
路
沿
い

　

走
る
す
す
き
や　

追
う
電
車

�

後
藤
咲
華
さ
ん（
鳥
海
八
幡
中
３
年
）

奨
励
賞

浜
田
小
学
校

鳥
海
八
幡
中
学
校

優
秀
賞

【
幼
稚
園
・
保
育
園
の
部
】

お
い
し
い
な

　

ま
い
に
ち
た
べ
た
い　

く
り
ご
は
ん

�

瀬
戸
は
る
ま
さ
ん（
八
幡
保
育
園
）

つ
ば
き
の
み

　

パ
パ
と
た
の
し
く　

ふ
え
づ
く
り

�

三
浦
み
な
と
さ
ん（
松
山
保
育
園
）

カ
サ
カ
サ
と

　

は
っ
ぱ
と
は
っ
ぱ
の　

か
け
っ
こ
だ

�
齋
藤
た
い
ら
さ
ん（
楢
橋
保
育
園
）

あ
ま
く
な
れ

　

む
す
ぶ
ほ
し
が
き　

ま
ど
の
そ
と

�

本
間
み
そ
ら
さ
ん（
松
陵
保
育
園
）

う
ん
ど
う
か
い

　
い
ち
い
じ
ゃ
な
く
て
も　

う
れ
し
い
な

�

阿
部
り
ん
た
ろ
う
さ
ん（
酒
田
幼
稚
園
）

ち
ょ
う
か
い
ざ
ん

　

お
や
ま
の
い
ろ
が　

か
わ
っ
た
よ

�

後
藤
こ
た
ろ
う
さ
ん（
上
田
保
育
園
）

に
あ
う
か
な

　

む
ね
が
ド
キ
ド
キ　

ラ
ン
ド
セ
ル

�

早
藤
い
ち
か
さ
ん（
松
陵
保
育
園
）

お
と
ま
り
だ

　

い
っ
ぱ
く
ほ
い
く　

う
れ
し
い
な

�

佐
藤
は
く
と
さ
ん（
ア
テ
ネ
幼
稚
園
）

や
き
い
も
は

　

み
ん
な
で
わ
け
て　

に
っ
こ
に
こ

�

髙
橋
せ
ら
さ
ん（
上
田
保
育
園
）

【
小
学
生
の
部
（
低
学
年
）】

さ
む
い
日
に

　

ド
ボ
ン
と
入
っ
て　

ゆ
ず
ゆ
れ
る

�

鈴
木
真
穂
奈
さ
ん（
富
士
見
小
３
年
）

白
鳥
も

　

お
く
れ
ず
集
合　

登
校
は
ん

�

岡
崎
嘉
穂
さ
ん（
亀
ケ
崎
小
３
年
）

新
米
の

　

つ
る
つ
る
は
だ
に　

び
っ
く
り
だ

�

相
馬
ら
ら
ん
さ
ん（
浜
中
小
２
年
）

ひ
ま
わ
り
と

　

わ
た
し
の
身
長　

せ
い
く
ら
べ

�

渡
邉　

蘭
さ
ん（
宮
野
浦
小
３
年
）

赤
と
ん
ぼ

　

秋
を
し
ら
せ
る　

ゆ
う
び
ん
や

�

阿
部
未
波
さ
ん（
南
平
田
小
２
年
）

【
小
学
生
の
部
（
高
学
年
）】

え
ん
が
わ
に

　

干
し
柿
た
く
さ
ん　

ほ
ほ
寄
せ
る

�

鈴
木
量
大
さ
ん（
琢
成
小
６
年
）

お
に
い
ち
ゃ
ん

　

り
り
し
く
見
え
る　

運
動
会

�

町
田
恵
理
さ
ん（
浜
田
小
６
年
）

負
け
試
合

　

ひ
ま
わ
り
の
か
げ　

母
の
顔

�
藤
川
悌
也
さ
ん（
浜
田
小
６
年
）

ど
ん
ぐ
り
が

　

地
面
に
落
ち
て　

前
回
り

�

後
藤
ひ
ま
り
さ
ん（
新
堀
小
４
年
）

問
市
学
校
教
育
課
指
導
係 

☎
２
６-

５
７
７
５

「『
空（
曾
良
）』に
向
か
っ
て
一
句
」

─
第
八
回
酒
田
っ
子
俳
壇
─

コ
ス
モ
ス
の

　

う
わ
さ
話
を　

風
広
め

�

後
藤
鈴
香
さ
ん（
内
郷
小
６
年
）

【
中
学
生
の
部
】

哀
し
み
と

　

出
会
い
を
の
せ
て　

春
吹
雪

�

後
藤
美
優
さ
ん（
第
一
中
３
年
）

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

　

戻
れ
ぬ
夏
の　

思
い
の
せ

�

渡
辺
麻
奈
さ
ん（
第
一
中
３
年
）

風
鈴
と　

　

畳
の
香
り　

夢
を
み
る

�

川
内
翔
斗
さ
ん（
第
一
中
３
年
）

祖
母
の
手
で

　

我
が
家
の
外
に　

柿
カ
ー
テ
ン

�

齋
藤　

葵
さ
ん（
第
四
中
２
年
）

赤
黒
く

　

地
を
燃
や
し
け
り　

彼
岸
花

�

齋
藤
ゆ
か
さ
ん（
第
四
中
３
年
）

涙
ふ
き

　

一
歩
ふ
み
出
す　

春
の
風

�

佐
藤
真
夏
美
さ
ん（
第
六
中
３
年
）

ど
ん
ぐ
り
と

　

競
っ
て
石
段　

駆
け
下
り
る

�

御
舩
青
衣
さ
ん（
鳥
海
八
幡
中
１
年
）

す
す
き
の
穂

　

満
月
の
色　

吸
い
込
ん
だ

�

冨
樫
結
嘉
さ
ん（
鳥
海
八
幡
中
２
年
）

祖
父
と
祖
母

　

稲
の
に
お
い
と　

帰
宅
か
な

�

土
井
萌
々
葉
さ
ん（
鳥
海
八
幡
中
３
年
）
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総
合
事
業
と
は

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活

を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
介
護
保
険
事
業

所
や
地
域
住
民
団
体
な
ど
が
参
加
し
、

地
域
全
体
で
高
齢
者
を
支
え
る
取
り
組

み
で
す
。

総
合
事
業
で
の
変
更
点

　

こ
れ
ま
で
要
支
援
１
ま
た
は
２
の
認

定
を
受
け
て
訪
問
介
護
（
ヘ
ル
パ
ー
）、

通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
の
予
防

給
付
を
利
用
し
て
い
る
方
は
、
平
成
29

年
度
の
要
支
援
認
定
期
間
が
満
了
し
た

時
点
か
ら
、
順
次
総
合
事
業
に
移
行
し

ま
す
。

　

予
防
給
付
は
全
国
一
律
の
基
準
や
料

金
で
し
た
が
、
総
合
事
業
で
は
、
各
市

町
村
が
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
基
準

や
料
金
を
設
定
し
ま
す
。
ま
た
介
護
保

険
事
業
所
以
外
の
地
域
住
民
団
体
な
ど

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
も
創
設
さ
れ
ま
す
。

◆
訪
問
介
護
、
通
所
介
護
以
外
を
利
用

し
て
い
る
要
支
援
１
ま
た
は
２
や
要
介

護
１
～
５
の
認
定
を
受
け
た
方
は
、
こ

れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

●
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

要
支
援
１
ま
た
は
２
の
認
定
を
受
け

た
方
と
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
事
業

対
象
者
と
判
定
さ
れ
た
方
が
利
用
で
き

問�
市
介
護
保
険
課
事
業
管
理
係 

☎
２
６-

５
３
６
３

４
月
か
ら
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
が
始
ま
り
ま
す

ま
す
。
訪
問
・
通
所
は
そ
れ
ぞ
れ
左
表

の
３
種
類
の
サ
ー
ビ
ス
を
設
定
し
ま
す
。

　

Ｂ
型
は
、
地
域
の
高
齢
者
が
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
参
加
し
、
高
齢
者
自
身
の
介

護
予
防
を
行
い
な
が
ら
、
隣
近
所
の
協

力
に
よ
り
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
地
域

を
つ
く
る
取
り
組
み
で
す
。
皆
さ
ん
の

積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
一
般
介
護
予
防
事
業

　

全
て
の
高
齢
者
が
利
用
で
き
ま
す
。

1．最終処分場における測定結果
⑴地下水、放流水の放射性物質濃度� 単位：ベクレル／リットル

月日 試料名 セシウム134 セシウム137 合計 基準値※1

1／11

地下水上流 不検出 不検出 不検出
（セシウム134濃度÷60）
＋（セシウム137濃度÷90）≦1地下水下流 不検出 不検出 不検出

放流水 不検出 不検出 不検出

⑵空間放射線量率� 単位：マイクロシーベルト／時間

測定地点（高さ1㍍） 12／26 1／4 1／10 1／16 基準値※1

敷地境界（4地点） 0.04
～0.05

0.04
～0.05

0.04
～0.05

0.04
～0.05 0.19以下

バックグラウンド※2 0.05 0.05 0.05 0.05

2．最終処分場周辺地域における測定結果
空間放射線量率� 単位：マイクロシーベルト／時間

測定地点（高さ1㍍） 1／5 1／18 基準値※1

大平公会堂 0.05 0.05 0.19
以下

※1基準値／「災害廃棄物
等の山形県内への受け入れ
に関する基本的な考え方」に
示されている値
※2バックグラウンド／自然放
射線量を示し、敷地内で災害
廃棄物の影響を受けない十
分に離れた地点

災害廃棄物の処理に関する測定結果について
　市では、平成24年12月28日をもって災害廃棄物の受け入れを終了しま
したが、酒田地区広域行政組合最終処分場（埋立地）および周辺地域
における放射線量などの測定を継続し、安全性を確認しています。測定
結果は下表の通りです。この結果は、市ホームページでも公表しています。

問市環境衛生課管理係 ☎31-0933

●訪問型サービス
サービス
類型 利用できる人 サービスの内容 サービス

提供者 本人負担額

現行相当 身体介護を
必要とする方

身体介護を伴うものや専
門性の高いもの（入浴介
助・献立指導など） 介護保険

事業所

1割（高額所得
者は2倍）

A型

身体介護を
必要としない方

主に家事援助
（掃除・調理・買い物など）

2割（高額所得
者は2倍）

B型
生活支援・支え合い（A型
と同等の内容または軽微
な支援）

地域住民
団体など

サービス提供者
が決定

●通所型サービス
サービス
類型 利用できる人 サービスの内容 サービス

提供者 本人負担額

現行相当 機能回復訓練などにより
改善が見込める方

生活機能の積極的な改
善を図るための運動など
（6か月後に効果判定あり）介護保険

事業所

1割（高額所得
者は2倍）

A型
・現行相当に該当しない方
・主に閉じこもり防止や交
流を目的とする方

生活機能を現状維持する
ための運動、アクティビ�
ティなど

定額（高額所得
者は2倍）

B型 ・主に閉じこもり防止や
交流を目的とする方 閉じこもり予防、軽体操 地域住民

団体など
サービス提供者
が決定

  2
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2お

知

ら

せ

◆
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。
入
札
案
内
書
は
同
課

酒
田
都
市
計
画
の
決
定
・
変
更
案
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

公
園
や
緑
地
で
次
の
よ
う
な
迷
惑
行

為
や
事
故
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

　

公
園
は
、
み
ん
な
が
使
う
大
切
な
施

設
で
す
。
設
備
の
異
常
や
公
園
内
で
の

迷
惑
行
為
を
見
か
け
た
ら
、
市
土
木
課

公
園
緑
地
係 

☎
２
６-

５
７
４
５
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
便
器
に
わ
ざ
と
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
の
芯
や
大
量
の
紙
、
砂
や
石
な
ど
紙

以
外
の
物
を
流
し
て
詰
ま
ら
せ
る

◦
生
ご
み
な
ど
の
家
庭
ご
み
や
犬
の
ふ

ん
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
の
ポ
イ
捨
て

◦
公
園
内
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

◦
身
障
者
用
ト
イ
レ
に
長
時
間
滞
在
し
、

飲
酒
や
喫
煙
を
行
う

◦
蛇
口
や
か
ま
ど
を
盗
む
、
便
器
を
壊

す
な
ど
の
犯
罪
行
為

◦
樹
木
を
使
っ
て
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン

（
綱
渡
り
）
を
行
う

◆
公
園
に
設
置
さ
れ
た
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ

ン
の
ロ
ー
プ
に
よ
り
、
第
三
者
が
け
が

を
す
る
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
公
園

で
の
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
は
禁
止
し
て
い

ま
す
。
絶
対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

公
園
施
設
や
緑
地
で
の
迷
惑
行
為
は

や
め
ま
し
ょ
う

　

市
税
の
滞
納
整
理
の
た
め
、
差
し
押

さ
え
た
財
産
を
公
売
し
ま
す
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　

ヤ
フ
ー
・
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を

利
用
し
た
競
り
売
り
で
す
。

公
売
財
産
／
貴
金
属
な
ど
▼
入
札
期
間

／
３
月
６
日
㈪
午
後
１
時
～
８
日
㈬
午

後
11
時
▼
公
売
参
加
申
込
期
間
／
２
月

15
日
㈬
午
後
１
時
～
27
日
㈪
午
後
11
時

◆
公
売
下
見
会
は
行
い
ま
せ
ん
。

◆
入
札
に
参
加
す
る
場
合
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
を
確
認
の
上
、
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

●
不
動
産
公
売
（
期
日
入
札
）

公
売
物
件
／
土
地（
入
船
町
）、
土
地
お

よ
び
建
物（
中
町
）▼
入
札
日
時
／
２
月

日
時
／
２
月
６
日
㈪
午
後
７
時
～
▼
場

所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
／
高

度
利
用
地
区
の
変
更
、
第
一
種
市
街
地

再
開
発
事
業
の
決
定
▼
対
象
地
区
／
中

町
二
丁
目
地
区（
酒
田
産
業
会
館
）

問
市
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
都
市
計
画
係 

☎
２
６-

５
７
４
６

各
種
公
売
を
行
い
ま
す

入
札
日
時
／
２
月
20
日
㈪
午
前
９
時
～

▼
場
所
／
市
役
所
５
階
５
０
１
会
議
室

▼
売
却
物
件
／
左
表
の
通
り
▼
売
却
方

法
／
一
般
競
争
入
札（
事
前
に
参
加
申

し
込
み
が
必
要
）▼
申
し
込
み
／
２
月

１
日
㈬
～
13
日
㈪
の
平
日
に
、
所
定
の

申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
市
役
所

５
階
管
財
課
管
財
係
へ

市
有
地
の
売
却

物件番号8

所在地／麓字横道9番5

地　　目 宅地

用途地域 準工業

実測面積 418.69平方㍍

予定価格
（最低入札価格） 2,510,000円

に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
同
係 

☎
２
６-

５
７
０
９

10
日
㈮
午
前
10
時
～
▼
入
札
場
所
／
市

役
所
５
階
５
０
１
会
議
室

◆
公
売
物
件
に
関
し
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
市
役
所
２
階
納
税
課
に

あ
る
「
不
動
産
公
売
の
手
引
き
」
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
納
税
課
滞
納
整
理
室 

☎
２
６-

６

２
７
５

問
市
福
祉
課
地
域
福
祉
係 

☎
２
６-

５

７
３
１

氏名 担当地区 電話番号
伊藤まゆみ 東中の口町 23-1882

武内　重昭 亀ケ崎五丁目6番、7番18～65号、8番、9番40～98号、
10～12番、14番 22-8369

佐 　節子 亀ケ崎七丁目 22-3732
安在　章悟 両羽町、東両羽町 22-9962
佐藤キミ子 東大町三丁目7番、10番の一部、22～25番、28～35番 24-6426
斎藤　洋子 大宮町三丁目(大宮ふれあい自治会)、大宮町四丁目 22-8255
白畑　末勝 宮野浦三丁目 31-3500
星川　陽子 若宮町二丁目1～10番、県営アパート1～3号　 31-3407
相庭美惠子 若宮町二丁目30～39番、県営アパート4、5号 31-0860

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
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広
く
市
民
を
対
象
と
し
た
会
員
募
集

記
事
を
、
本
紙
３
月
16
日
号
に
折
り
込

む
予
定
で
す
。

対
象
団
体
／
福
祉
・
体
育
・
文
化
活
動

な
ど
を
し
て
い
る
市
民
団
体（
営
利
・

政
治
・
宗
教
団
体
は
除
く
）

申
し
込
み
／
２
月
20
日
㈪（
必
着
）ま
で
、

は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
Ｅ 

メ
ー
ル
に「
私
の
街
さ
か
た
掲
載
希
望
」

と
明
記
の
上
、
①
団
体
名 

②
連
絡
先

（
担
当
者
氏
名
、
電
話
番
号
、
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
番
号
） 

③
活
動
内
容（
50
字
以

内
） 

④
募
集
対
象 

⑤
活
動
日
時
・
場

所 
⑥
費
用（
入
会
費
、
会
費
な
ど
）を

記
入
し
、
〒
９
９
８-

８
５
４
０（
住
所

不
要
） 
酒
田
市
市
長
公
室
広
報
広
聴
係
へ 

5
２
６-
３
６
８
８ 

koho@
city.

sakata.lg.jp

問
市
長
公
室
広
報
広
聴
係 

☎
２
６-

５

国
民
健
康
保
険
相
談
員
の
募
集

　

２
月
は
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児

福
祉
手
当
、
福
祉
手
当（
経
過
措
置
）の

支
給
月
で
す
。
２
月
10
日
㈮
に
該
当
す

る
方
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

問
市
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係 

☎
２
６-

５
７
３
３

児
童
手
当
を
支
払
い
ま
す

　

１
月
分
ま
で
の
児
童
手
当
を
２
月
10

日
㈮
に
該
当
す
る
方
の
口
座
に
振
り
込

み
ま
す
。
現
況
届
や
添
付
書
類
が
未
提

出
の
方
に
は
、
書
類
提
出
後
に
支
払
い

ま
す
。

今
年
度
の
宝
く
じ
助
成
事
業

募

集

市
広
報
で
サ
ー
ク
ル
会
員
を

募
集
し
ま
せ
ん
か

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手

当
・
福
祉
手
当
を
支
払
い
ま
す

日
時
／
２
月
22
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分
▼
場
所
／
ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ

ン
タ
ー
▼
対
象
／
市
内
在
住
の
農
業
者

▼
申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問
市
農
政
課
米
政
策
推
進
係 

☎
２
６-

５
７
５
１

 

（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
本
市
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

振
興
会
な
ど
の
要
望
に
基
づ
い
て
各
種

事
業
に
宝
く
じ
助
成

金
を
活
用
し
て
お
り
、

今
年
度
は
南
平
田
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会

に
次
の
通
り
備
品
を

整
備
し
ま
し
た
。

問
市
子
育
て
支
援
課
家
庭
支
援
係 

☎

２
６-

５
７
３
４

胴
長
太
鼓
１
台
、
締
太
鼓
２
台
、
獅
子

頭
新
造
１
頭
、
別
染
獅
子
用
木
綿
裁
着

袴
１
着
、
天
狗
用
衣
装
１
着
、
獅
子
用

衣
装
４
着
、
天
狗
の
鳥
兜か
ぶ
と

１
枚
、
除
雪

機
１
台
、
物
置
１
棟

問
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域
づ
く

り
係 

☎
２
６-

５
７
２
５

米
政
策（
生
産
調
整
）説
明
会

日
時
／
５
月
20
日
㈯
午
後
１
時
～
▼
対

象
／
市
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体
▼
申

し
込
み
／
２
月
28
日
㈫
ま
で（
一
社
）酒

田
観
光
物
産
協
会（
酒
田
夢
の
倶
楽
内
）

へ 

☎
２
４-

２
２
３
３

日
時
／
３
月
20
日
㈷
午
後
１
時
開
演
▼

場
所
／
希
望
ホ
ー
ル
▼
対
象
／
小
学
生

～
高
校
生
で
、
事
前
練
習
お
よ
び
当
日

午
前（
予
定
）の
リ
ハ
ー
サ
ル
と
本
番
の

公
演
に
出
演
で
き
る
方
▼
定
員
／
50
人

▼
内
容
／
出
演
者
と
一
緒
に「
ド
レ
ミ

の
歌
」「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」

を
歌
う
▼
費
用
／
１
千
５
０
０
円（
チ

ケ
ッ
ト
代
）▼
申
し
込
み
／
２
月
17
日

㈮
午
後
６
時
ま
で
希
望
ホ
ー
ル
へ 

☎

２
６-

５
４
５
０

【
事
前
練
習
】日
時
・
場
所
／
３
月
４
日

㈯
午
前
11
時
～
正
午
・
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
、
19
日
㈰
午
後
６
時
～
７
時
30

分
・
希
望
ホ
ー
ル

◆
楽
譜
は
事
前
に
送
付
し
ま
す
。
本
番

の
服
装
な
ど
は
改
め
て
連
絡
し
ま
す
。

対
象
／
本
市
在
住
で
普
通
自
動
車
運
転

７
０
６

酒
田
ま
つ
り
山
車
行
列
参
加
団
体
募
集

宝
く
じ
お
し
ゃ
べ
り
音
楽
館

清
水
ミ
チ
コ
さ
ん
、島
田
歌
穂
さ
ん

と
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か

平
成
29
年
度
・
30
年
度
自
動
販
売
機

設
置
競
争
入
札
参
加
登
録
申
請
の

受
け
付
け

　

酒
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー（
緑
町
）

は
月
曜
日
が
休
館
日
で
す
が
、
２
月
27

日
㈪
、
３
月
６
日
㈪
、
３
月
13
日
㈪
は

臨
時
開
館
し
ま
す
。

開
館
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
５
時

問
酒
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー 

☎
２
６-

２
６
４
４

区
分
／
市
施
設（
公
園
を
除
く
）の
飲
料

水
な
ど
の
自
動
販
売
機
の
一
部
▼
参
加

登
録
有
効
期
間
／
平
成
29
年
４
月
１
日

～
平
成
31
年
３
月
31
日（
２
年
間
）▼
申

し
込
み
／
２
月
２
日
㈭
～
17
日
㈮
の
平

日
に
、
所
定
の
申
請
書
に
必
要
書
類
を

添
え
て
市
役
所
５
階
管
財
課
管
財
係
へ

◆
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
関
係
書
類
は
管

財
課
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
同
係 

☎
２
６-

５
７
０
９

酒
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
臨
時
開
館

2
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屋
外
広
告
物
指
導
員
の
募
集

対
象
／
本
市
在
住
で
普
通
自
動
車
運
転

免
許
を
有
し
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き

る
方
▼
募
集
人
員
／
１
人
▼
雇
用
期
間

／
４
月
１
日
～
平
成
30
年
３
月
31
日
▼

勤
務
時
間
／
平
日
午
前
９
時
～
午
後
４

時
▼
業
務
内
容
／
市
内
に
掲
出
さ
れ
る

屋
外
広
告
物
の
許
可
、
違
反
広
告
物
の

調
査
ま
た
は
是
正
措
置
な
ど
に
関
す
る

事
務
▼
報
酬
／
市
の
基
準
に
よ
る
▼
選

考
方
法
／
書
類
審
査
、
面
接
▼
申
し
込

み
／
２
月
14
日
㈫（
必
着
）ま
で
、
履
歴

書
に
応
募
の
動
機（
４
０
０
字
程
度
）を

添
え
て
、
〒
９
９
８-

８
５
４
０（
住
所

不
要
）酒
田
市
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
都
市

計
画
係
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

◆
勤
務
条
件
な
ど
詳
し
く
は
同
係 

☎

２
６-

５
７
４
６
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　

図
書
館
の
雑
誌
最
新
号
の
表
カ
バ
ー

に
ス
ポ
ン
サ
ー
の
名
前
、
裏
カ
バ
ー
に

広
告
を
掲
示
し
ま
す
。

対
象
／
企
業
、
事
業
主
、
商
店
、
団
体

（
審
査
あ
り
。
個
人
は
対
象
外
）▼
広
告

を
掲
示
す
る
雑
誌
／
図
書
館
が
購
入
し

て
い
る
雑
誌（
そ
れ
以
外
の
雑
誌
は
要

相
談
）▼
費
用
／
雑
誌
の
１
年
間
分
の

代
金（
雑
誌
納
入
業
者
に
一
括
先
払
い
。

支
払
い
に
か
か
る
費
用
も
ス
ポ
ン
サ
ー

負
担
）▼
申
し
込
み
／
３
月
６
日
㈪
ま

で
、
申
込
書
に
広
告
図
案
、
会
社
概
要

を
添
え
て
中
央
図
書
館
へ

◆
今
回
は
４
月
開
始
の
募
集
で
す
。
期

限
後
も
随
時
募
集
し
ま
す
。

◆
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

す
る
か
、
同
館 

☎
２
４-

２
９
９
６
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時
／
３
月
９
日
㈭
午
後
７
時
～
８
時

30
分
▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対
象
／

20
代
～
30
代
の
独
身
女
性
▼
定
員
／
12

人
▼
内
容
／
あ
い
さ
つ
の
仕
方
、
席
の

位
置
、
も
て
な
し
の
仕
方
他
▼
講
師
／

佐
藤
万
里
子
氏
▼
費
用
／
３
０
０
円

（
資
料
代
）▼
申
し
込
み
／
２
月
28
日
㈫

ま
で
住
所
、
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）、
年
齢
、

携
帯
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

明
記
し
、
市
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

へ 

kekkon-sc@
city.sakata.lg.jp

◆
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
メ
ー
ル
を

受
信
で
き
る
よ
う
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
セ
ン
タ
ー（
交
流
ひ
ろ
ば
内
） 

☎

２
６-

５
６
１
２

日
時
／
２
月
25
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分
▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対

象
／
お
お
む
ね
30
代
の
女
性
▼
定
員
／

20
人
▼
内
容
／
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク（
元

気
・
活
気
・
勇
気
を
与
え
る
ト
ー
ク
術
）

を
通
し
て
自
分
だ
け
で
な
く
相
手
も
そ

の
気
に
さ
せ
る
魔
法
の
言
葉
が
け
を
学

ぶ
▼
講
師
／
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
カ
イ
ロ
プ

ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
院
長 

小
野
弘
志
氏
▼
費

用
／
１
０
０
円（
お
茶
代
）▼
申
し
込
み

／
２
月
６
日
㈪
～
市
男
女
共
同
参
画
推

進
セ
ン
タ
ー
・
ウ
ィ
ズ
へ 

☎
２
６-

５

６
１
６ 

w
ith@

city.sakata.lg.jp

親子ふれあいサロンへどうぞ【2月の予定】

期　日 時　間 内　容 対象 申し
込み

２／６
㈪

10:30
～

12:00

「おおきくな～れ」
身長・体重測定

就学前
児童と
保護者

当日
会場へ

２／８
㈬

10:30
～

11:00

「おはなしひろば」
絵本の読み聞かせ

２／21
㈫

10:30
～

11:30

｢つくってみよう｣
ぷちお茶会
講師／尾川勝次氏

２／27
㈪

〜３／３
㈮

11:00
～

11:20

「プレイランド」
おひなさま作り
ウイーク

問交流ひろば内、親子ふれあいサロン ☎26-5613

免
許
を
有
し
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き

る
方
▼
募
集
人
数
／
１
人
▼
採
用
月
日

／
４
月
１
日
▼
勤
務
時
間
／
原
則
平
日

午
前
９
時
～
午
後
４
時
▼
業
務
内
容
／

訪
問
に
よ
る
納
付
相
談
や
税
収
納
、
窓

口
受
付
、
内
部
事
務
な
ど
▼
報
酬
／
市

の
基
準
に
よ
る
▼
選
考
方
法
／
書
類
審

査
、
面
接
▼
申
し
込
み
／
２
月
15
日
㈬

（
必
着
）ま
で
、
履
歴
書
に
応
募
の
動
機

（
４
０
０
字
以
内
）を
添
え
て
、
〒
９
９

８-

８
５
４
０（
住
所
不
要
）酒
田
市
納

税
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

◆
勤
務
条
件
な
ど
詳
し
く
は
同
課
管
理

係 

☎
２
６-

５
７
２
０
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

図
書
館
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
募
集

女
性
の
た
め
の
た
し
な
み
術P

パ
ー
ト

art3
接
遇（
訪
問
の
仕
方
あ
れ
こ
れ
）

参
加
者
募
集

ウ
ィ
ズ
講
座「
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク

―
や
る
気
を
引
き
出
す
言
葉
の
力
―
」

受
講
者
募
集
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イ

ベ

ン

ト

展

示

酒
田
市
美
術
館

☎
３
１-

０
０
９
５

月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

休
館

◆
常
設
展
Ⅰ［
２
月
12
日
㈰
ま
で
］

◆
常
設
展
Ⅱ［
２
月
18
日
㈯
〜
３
月
12

日
㈰
］

酒
田
市
雇
用
創
造
協
議
会

求
職
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
募
集

開
催
日

時
間

セ
ミ
ナ
ー
名

２
月
20
日
㈪

～
24
日
㈮

午
前
10
時
～

午
後
4
時

W
ord2013

短
期
集
中

セ
ミ
ナ
ー

場
所
・
駐
車
場
／
申
込
時
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
▼
対
象
／
市
内
企
業
に
就
職

や
転
職
を
希
望
す
る
方
ま
た
は
本
市
で

起
業
を
検
討
し
て
い
る
方（
在
職
中
の

方
も
可
）で
、
セ
ミ
ナ
ー
を
全
日
程
受

講
可
能
な
方
▼
定
員
／
15
人（
最
少
催

行
人
数
４
人
）▼
申
し
込
み
／
２
月
16

日
㈭
ま
で
同
協
議
会
事
務
局
へ 

☎
４
３-

１
５
５
５ 

5
２
３-

１
５
５
６ 

sakata-
koyou2@

bz04.plala.or.jp

◆
託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
２
月
６
日

㈪
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時
／
２
月
24
日
㈮
午
後
１
時
30
分
～

４
時
▼
場
所
／
酒
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン

タ
ー（
緑
町
）▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼

日
時
／
２
月
15
日
㈬
午
前
10
時
～
正
午

▼
場
所
／
酒
田
米
菓
オ
ラ
ン
ダ
せ
ん
べ

い
Ｆフ
ァ

ク

ト

リ

ー

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ（
両
羽
町
）▼
対
象

／
認
知
症
の
方
本
人
お
よ
び
介
護
者

（
車
椅
子
の
方
、
介
護
者
の
み
の
参
加

も
可
）▼
定
員
／
先
着
20
人
▼
内
容
／

茶
話
会
と
せ
ん
べ
い
工
場
見
学
▼
費
用

／
５
０
０
円
程
度（
お
茶
代
）▼
申
し
込

み
／
２
月
８
日
㈬
ま
で
に
市
介
護
保
険

課
予
防
支
援
係
へ 

☎
２
６-

５
７
５
５

日
時
／
２
月
19
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

１
時
▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対
象
／

本
市
在
住
ま
た
は
本
市
に
勤
務
先
の
あ

る
外
国
出
身
者
の
方
と
そ
の
家
族
▼
定

員
／
先
着
10
人
▼
内
容
／
笹
巻
き
の
包

み
方
の
講
習
▼
講
師
／
今
野
志
美
子
氏

▼
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、ふ
き
ん
▼
費

用
／
大
人
８
０
０
円
、
小
学
生
以
下
３

０
０
円（
材
料
代
）▼
申
し
込
み
／
２
月

２
日
㈭
～
市
国
際
交
流
サ
ロ
ン
へ 

☎

２
６-

５
６
１
５ 

5
２
６-

５
６
１
７ 

kokusai@
city.sakata.lg.jp

日
時
／
３
月
11
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～

午
後
１
時
30
分
▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば

▼
対
象
／
本
市
在
住
ま
た
は
市
内
の
学

校
に
通
学
す
る
食
育
に
関
心
の
あ
る
高

校
生
▼
定
員
／
12
人
▼
内
容
／
脳
の
活

性
化
に
役
立
つ
朝
食
の
講
話
と
調
理
実

習
な
ど
▼
費
用
／
２
５
０
円（
材
料
代
、

保
険
料
）▼
申
し
込
み
／
２
月
３
日
㈮

～
13
日
㈪
の
平
日
に
電
話
で
市
健
康
課

健
康
係
へ 

☎
２
４-

５
７
３
３

◆
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
方
は
事
前

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
の
悩
み
や
思
い
を
語
り
合
う

認
知
症
カ
フ
ェ
参
加
者
募
集

高
校
生
の
食
育
ス
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

農
商
工
観
連
携
・６
次
産
業
化
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
募
集

外
国
出
身
者
の
た
め
の
日
本
料
理

教
室
参
加
者
募
集

日
時
／
３
月
７
日
㈫
午
後
７
時
～
９
時
、

８
日
㈬
午
前
９
時
～
11
時
▼
場
所
／
ひ

ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
高
校

生
以
上
▼
定
員
／
各
日
先
着
20
人
▼
持

ち
物
／
筆
記
用
具
、
内
ズ
ッ
ク
▼
費
用

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
利
用
講
習
会

日
時
／
２
月
26
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～

11
時
▼
場
所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
／
小
学
生（
保
護
者
同
伴
可
）▼
内

容
／
訓
練
見
学
、
ビ
デ
オ
上
映
、
ロ
ー

プ
ワ
ー
ク
体
験
な
ど
▼
費
用
／
無
料
▼

申
し
込
み
／
２
月
22
日
㈬
ま
で
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
１
階
受
付
窓
口
へ 

問
市
社
会
教
育
文
化
課
管
理
係 
☎
２
４-

２
９
９
２

酒
田
海
洋
少
年
団「
１
日
体
験
入
団
」

参
加
者
募
集

日
時
／
２
月
11
日
㈷
～
23
日
㈭
の
午
前

９
時
～
午
後
５
時（
月
曜
日
休
館
）▼
場

所
／
出
羽
遊
心
館
▼
内
容
／
参
加
希
望

の
あ
っ
た
市
内
の
市
立
保
育
園
の
年
長

児
に
よ
る
手
作
り
お
ひ
な
さ
ま
の
展
示

▼
費
用
／
無
料

問
市
社
会
教
育
文
化
課
社
会
教
育
係 

☎
２
４-

２
９
９
３

出
羽
遊
心
館「
わ
ら
べ
の
ひ
な
祭
り
展
」

日
時
／
２
月
20
日
㈪
午
前
10
時
～
▼
場

所
／
八
森
温
泉
ゆ
り
ん
こ（
麓
）▼
対
象

／
ど
な
た
で
も
▼
内
容
／
健
康
に
ま
つ

わ
る
お
話
と
足
腰
の
体
操
、
ロ
コ
モ
体

操
▼
費
用
／
無
料

問
八
森
温
泉
ゆ
り
ん
こ 

☎
６
４-

２
０
０
１

い
き
い
き
健
康
講
座

定
員
／
先
着
１
０
０
人
▼
内
容
／
㈱
み

ど
り
サ
ー
ビ
ス
マ
ル
ノ
ー
山
形
食
品
部

開
発
営
業
課
長
補
佐 

渡
部
洋
史
氏
の

講
演「
み
ど
り
の
大
地
か
ら
―
地
場
産

の
農
水
産
物
を
活
用
し
た
６
次
産
業
化

に
つ
い
て
―
」、地
元
実
践
者
事
例
発
表
、

６
次
産
業
化
相
談
会
▼
費
用
／
無
料
▼

申
し
込
み
／
２
月
17
日
㈮
ま
で
市
農
政

課
総
合
農
政
係
へ 

☎
２
６-

５
７
９
２

／
５
１
０
円
▼
申
し
込
み
／
開
催
日
前

日
ま
で
電
話
で
平
田
総
合
支
所
地
域
振

興
課
健
康
福
祉
係
へ
☎
５
２-

３
９
１
１

2
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◆
土
門
拳
自
選
作
品
展 

◆
風
貌［
４
月

16
日
㈰
ま
で
］

◆
日
本
人
の
原
像［
３
月
３
日
㈮
ま
で
］

土
門
拳
記
念
館

☎
３
１-

０
０
２
８

月
曜
日
休
館
、月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
翌
日
休
館

◆
佐
藤
光
治
作
品
展［
３
月
31
日
㈮
ま
で
］

ひ
ら
た

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

☎
５
２-

３
９
１
１

●
美
術
展
会
場

◆
若
き
激
情
の
画
家 

小
野
幸
吉［
２
月

20
日
㈪
ま
で
］

【
館
長
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

日
時
／
２
月
５
日
㈰
午
後
２
時
～

本
間
美
術
館

☎
２
４-

４
３
１
１

さ
か
た
街
な
か

キ
ャ
ン
パ
ス

☎
２
３-

１
９
１
１

水
曜
日
休
館

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
庄
内
教
室
写

真
教
室 

さ
か
た
街
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス

写
真
展［
２
月
２
日
㈭
～
20
日
㈪
］

◆
カ
ワ
イ
絵
画
造
形
教
室「
あ
そ
び
の
あ
し

あ
と
造
形
展
」［
２
月
24
日
㈮
～
27
日
㈪
］

◆
和
の
お
も
て
な
し「
水
引
工
芸
展
」

［
２
月
13
日
㈪
ま
で
］

◆
湊み
な
と

酒
田 

加
藤
家
の
お
雛
さ
ま
［
２

月
25
日
㈯
〜
４
月
３
日
㈪
］

【
常
設
】栄
華
を
誇
っ
た
本
間
家
の「
亀

笠
鉾
」、酒
田
の
歴
史
文
化
展（
入
場
無
料
）

酒
田
夢
の
倶
楽

「
華
の
館
」

☎
２
２-

１
２
２
３

旧
鐙
屋

☎
２
２-

５
０
０
１

◆
庄
内
ひ
な
街
道 

特
別
展［
２
月
26

日
㈰
～
４
月
３
日
㈪
］

【
常
設
】竹
久
夢
二
美
術
館
、
新
田
嘉
一

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
現
代
雛

舞
娘
茶
屋 

雛
蔵
畫
廊

相
馬
樓

☎
２
１-

２
３
１
０

水
曜
日
休
館

山
王
く
ら
ぶ

☎
２
２-

０
１
４
６

◆
第
12
回
・
傘
福
展
示 

湊
町
酒
田
の

傘
福［
２
月
26
日
㈰
～
５
月
20
日
㈯
］

【
常
設
】人
形
作
家 

辻
村
寿
三
郎
作「
さ

か
た
の
雛
あ
そ
び
」「
舞
妓
」

◆
晴
れ
の
美
―
北
前
船
が
運
ん
だ
す
て

き
な
美
術
工
芸
品
―［
２
月
12
日
㈰
ま

で
］

◆
北
前
船
が
運
ん
だ
古
典
名
雛（
玉
山 

・
秀
英
な
ど
）と
古
美
術
品［
２
月
18
日

㈯
～
４
月
３
日
㈪
］

【
常
設
】庄
内
の
民
芸
品

あ
い
お
い

工
藤
美
術
館

☎
０
９
０-

２
８
４
６-

６
８
４
６

金
曜
～
日
曜
日
、祝
日
開
館

◆
お
ら
ほ
の
学
校
―
松
山
地
区
の
教
育

の
変
遷
―［
２
月
12
日
㈰
ま
で
］

◆
ま
つ
や
ま
の
お
雛
様
と
押
絵
・
雛
菓

子［
２
月
17
日
㈮
～
４
月
９
日
㈰
］

【
真
下
慶
治
記
念
室
】

◆
真
下
慶
治 

国
内
風
景
展［
２
月
12
日

㈰
ま
で
］

◆
最
上
川 

Ⅳ［
２
月
17
日
㈮
～
４
月
９

日
㈰
］

松
山
文
化
伝
承
館
☎
６
２-

２
６
3
2

月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）休
館
、２
月

14
日
㈫
～
16
日
㈭
は
展
示
替
え
の
た
め
休
館

◆
酒
田
雛ひ
な

街
道 

北
前
船
と
お
ひ
な
さ

ま［
２
月
４
日
㈯
～
４
月
３
日
㈪
］

◆
岸
洋
子
メ
モ
リ
ア
ル
特
別
展
示［
12

月
27
日
㈬
ま
で
］

酒
田
市
立
資
料
館
☎
２
４-

６
5
4
4

月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

休
館

【
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
】

◆
酒
田
飽
海
地
区
子
ど
も
美
術
展［
２

月
１
日
㈬
～
12
日
㈰
］

●
清
遠
閣
会
場

◆
後
期
収
蔵
品
展 

浮
世
絵
版
画
を
中

心
に［
２
月
20
日
㈪
ま
で
］

●
両
会
場

◆
雛
祭 

古
典
人
形
展［
２
月
25
日
㈯
～

４
月
３
日
㈪
］

●
池
之
端
休
憩
所

【
傘
福
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
し
あ
わ
せ
巾

着
づ
く
り
」】日
時
／
２
月
18
日
㈯
、
19

日
㈰
正
午
～
▼
定
員
／
各
日
10
人
▼
持

ち
物
／
裁
縫
道
具
▼
費
用
／
１
千
円
▼

申
し
込
み
／
同
館
へ

日
時
／
２
月
13
日
㈪
午
後
１
時
30
分
～

３
時
▼
場
所
／
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
／
眠
れ
な
い
、
気
分
が
ふ
さ
ぐ
、

人
と
会
い
た
く
な
い
な
ど
で
悩
ん
で
い

る
本
市
在
住
の
方
と
そ
の
家
族
で
、
専

門
医
に
通
院
し
て
い
な
い
方
▼
定
員
／

先
着
２
人
▼
相
談
員
／
精
神
科
医
師
▼

費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
２
月
10
日

㈮
ま
で
市
健
康
課
健
康
係
へ 

☎
２
４-

５
７
３
３

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

日
時
／
２
月
26
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午

▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対
象
／
本
市
、

三
川
町
、
庄
内
町
、
遊
佐
町
在
住
か
、

本
市
に
勤
務
先
の
あ
る
方
▼
定
員
／
先

着
６
人
▼
内
容
／
法
律
に
関
す
る
相
談

（
本
人
の
こ
と
に
限
る
。
申
込
時
に
相

相

談

無
料
法
律
相
談

談
の
概
要
と
住
所
、
氏
名
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）▼

相
談
員
／
東
海
林
正
樹
弁
護
士
▼
申
し

込
み
／
２
月
９
日
㈭
の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
に
電
話
で
市
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
市
民
相
談
室
へ 

☎
２
６-

５
７
２
６

さ

か

た

情

報

ひ

ろ

ば

｜ 
国
・
県
・
市
民
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ 

｜

非
正
規
労
働 

な
ん
で
も
労
働
相
談

ダ
イ
ヤ
ル

日
時
／
２
月
９
日
㈭
～
11
日
㈷
午
前
10

時
～
午
後
７
時
▼
相
談
内
容
／
労
働
に

関
す
る
こ
と
▼
相
談
電
話
番
号
／
7
０

１
２
０-

１
５
４-

０
５
２

問
連
合
山
形 

☎
０
２
３-

６
２
５-

０

５
５
５
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ア
パ
ー
ト
名

所
在
地

募
集

戸
数
募
集
区
分

川
南
1
号

若
宮
町
二
丁
目

３

単
身
可

川
南
2
号

若
宮
町
二
丁
目

1

単
身
可

川
南
3
号

若
宮
町
二
丁
目

３

川
南
3
号

若
宮
町
二
丁
目

1

単
身
可

川
南
5
号

若
宮
町
二
丁
目

１

単
身
可

こ
が
ね
2
号
こ
が
ね
町
一
丁
目

1

東
泉
1
号

東
泉
町
四
丁
目

1

東
泉
２
号

東
泉
町
四
丁
目

1

東
泉
3
号

東
泉
町
四
丁
目

１

東
泉
3
号

東
泉
町
四
丁
目

１

単
身
可

鳥
海
1
号

富
士
見
町
三
丁
目

１

鳥
海
2
号

富
士
見
町
三
丁
目

３

北
新
町

北
新
町
一
丁
目

1

　

１
頭（
羽
）で
も
左
記
の
対
象
動
物
を

飼
っ
て
い
る
方
は
、
２
月
１
日
の
飼
養

状
況
を
県
に
報
告
す
る
こ
と
が
義
務
付

イ
ノ
シ
シ
の
狩
猟
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
す

日
時
／
２
月
18
日
㈯
午
後
２
時
～
５
時

30
分
▼
場
所
／
酒
田
市
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー（
新
橋
二
丁
目
）▼
対
象
／
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
団
体
の
方
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
方
▼
定
員
／

先
着
50
人
▼
内
容
／
活
動
紹
介
、
交
流

日
時
／
２
月
12
日
㈰【
３
級
】午
前
９
時

～
正
午 

【
２
級
】午
後
１
時
30
分
～
４

時
30
分
▼
場
所
／
県
立
産
業
技
術
短
期

大
学
校
庄
内
校（
京
田
三
丁
目
）▼
定
員

／
各
先
着
90
人
▼
内
容
／
本
試
験
の
予

想
問
題
の
答
案
練
習
と
同
校
講
師
に
よ

る
解
答
解
説
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込

み
／
２
月
７
日
㈫
ま
で
同
校
国
際
経
営

科
、
原
田 

☎
３
１-

２
３
０
０ 

5
３
１-

２
７
７
０

日
商
簿
記
検
定
対
策（
３
級
・２
級
）

答
案
練
習
会
参
加
者
募
集

日
時
／
３
月
５
日
㈰
午
前
８
時
～
午
後

３
時
30
分
▼
集
合
／
希
望
ホ
ー
ル
前
▼

対
象
／
小
学
４
年
生
以
上
の
方
▼
定
員

【
準
備
書
の
縦
覧
】期
間
／
３
月
１
日
㈬

ま
で
の
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
▼
縦
覧
場
所
／
市
役
所
２
階
行

県
営
風
力
発
電
事
業（
仮
称
）に
係
る
環
境

影
響
評
価
準
備
書
の
縦
覧
お
よ
び
説
明
会

　

山
形
県
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農

林
業
被
害
の
軽
減
お
よ
び
生
態
系
被
害

の
防
止
を
図
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
イ

ノ
シ
シ
の
狩
猟
期
間
が
３
月
31
日
ま
で

に
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

狩
猟
期
間
中
に
作
業
な
ど
で
山
に
入

る
場
合
は
、
迷
彩
服
な
ど
は
避
け
、
目

立
つ
色
の
服
を
着
用
す
る
な
ど
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
庄
内
総
合
支
庁
環
境
課 

☎
０
２
３

５-

６
６-

５
７
０
６

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

確
定
申
告
書
は
、自
宅
で
作
成
し
て

郵
送
な
ど
で
提
出
で
き
ま
す

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.
nta.go.jp

）の「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」で
は
、
自
動
計
算
で
確
定
申
告

書
を
作
成
で
き
ま
す
。

　

同
コ
ー
ナ
ー
で
作
成
し
た
確
定
申
告

書
は
、
電
子
申
告（e

イ
ー
タ
ッ
ク
ス

-T
ax

）で
送
信
で

き
る
ほ
か
、
印
刷
し
た
確
定
申
告
書
を

税
務
署
へ
直
接
持
参
ま
た
は
郵
送
で
も

提
出
で
き
ま
す
。

平
成
28
年
分
の
確
定
申
告
書
の
提
出
期

限
／【
所
得
税
お
よ
び
贈
与
税
】３
月
15

日
㈬ 

【
個
人
事
業
主
の
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
】３
月
31
日
㈮

問
酒
田
税
務
署
総
務
課 

☎
３
３-

１
４

５
０

資
格
／
現
に
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
い
て
公
営
住
宅
法
に
適

合
す
る
方
▼
家
賃
／
所
得
に
応
じ
て
▼

入
居
時
期
／
４
月
上
旬
▼
申
し
込
み
／

２
月
６
日
㈪
～
10
日
㈮
の
午
前
10
時
～

午
後
５
時
に
県
営
住
宅
指
定
管
理
者
西

王
不
動
産（
庄
内
総
合
支
庁
内
）へ 

☎

０
２
３
５-

６
６-

３
２
１
０

家
畜
を
飼
っ
て
い
る
方
へ
の
お
知
ら
せ

鳳
来
山
な
ん
で
も
探
検
参
加
者
募
集

第
４
回
し
り
あ
う
・つ
な
が
る
・
何
か

生
ま
れ
る
!!
か
も
し
れ
な
い
!?
交
流
会

―
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・市
民
活
動
交
流
会
―

参
加
者
募
集

政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、市
環
境
衛
生
課（
広

栄
町
）、
各
総
合
支
所
、
庄
内
総
合
支

庁（
三
川
町
）、山
形
県
港
湾
事
務
所（
光

ケ
丘
五
丁
目
）、
山
形
県
企
業
局
酒
田

水
道
事
務
所（
中
野
俣
）（
山
形
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
）▼
意

見
書
の
提
出
／
３
月
15
日
㈬
ま
で
縦
覧

場
所
に
備
え
付
け
の
箱
へ
投
函
な
ど

【
説
明
会
】日
時
／
２
月
19
日
㈰
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分
▼
場
所
／
公
益
ホ
ー

ル
１
階
中
研
修
室（
飯
森
山
三
丁
目
）

問
山
形
県
企
業
局
電
気
事
業
課
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
推
進
室 

☎
０
２

３-

６
３
０-

３
２
８
９

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

対
象
動
物
／
牛
、
水
牛
、
馬
、
鹿
、
め

ん
羊
、
山
羊
、
豚（
ミ
ニ
ブ
タ
含
む
）、

い
の
し
し
、
鶏（
シ
ャ
モ
、
チ
ャ
ボ
、

ウ
コ
ッ
ケ
イ
含
む
）、
あ
ひ
る（
ア
イ
ガ

モ
含
む
）、
う
ず
ら
、
き
じ
、
ほ
ろ
ほ

ろ
鳥
、
七
面
鳥
、
だ
ち
ょ
う

問
庄
内
総
合
支
庁
家
畜
保
健
衛
生
課 

☎
０
２
３
５-

６
８-

２
１
５
１

／
先
着
20
人
▼
内
容
／
か
ん
じ
き
を
使
っ

た
雪
山
の
散
策
▼
講
師
／
鳥
海
や
わ
た

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
協
会
会
員
▼
持
ち

物
／
敷
き
物
、
マ
イ
カ
ッ
プ
、
行
動
食

な
ど
▼
費
用
／
２
千
円（
昼
食
代
な
ど
）

▼
申
し
込
み
／
２
月
26
日
㈰
ま
で
同
協

会
事
務
局
、
佐
々
木 

☎
０
９
０-

２
９

５
３-

５
０
２
２

2
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日
時
・
場
所
／
２
月
10
日
㈮
午
前
10
時

～
11
時
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
ふ
れ
っ

し
ゅ（
中
町
二
丁
目
）、
22
日
㈬
午
後
２

時
～
３
時
・
か
ん
ぽ
の
宿
酒
田（
飯
森

山
三
丁
目
）▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼

内
容
／
血
圧
、
体
脂
肪
・
内
臓
脂
肪
、

日
時
／
２
月
19
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後

３
時
▼
集
合
／
八
幡
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
／
25
人
▼
内
容
／
か
ん
じ
き
を

使
っ
て
北
緯
39
度
・
東
経
１
４
０
度
の

交
点
を
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
探
す
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

▼
服
装
／
上
下
防
寒
着
、
防
寒
長
靴
、

手
袋
な
ど
▼
持
ち
物
／
敷
き
物
、
飲
み

物
、
携
帯
食
、
カ
ッ
プ（
か
ん
じ
き
は

主
催
者
で
準
備
）▼
費
用
／
３
千
円（
昼

食
・
ガ
イ
ド
代
、
保
険
料
な
ど
）▼
申

し
込
み
／
２
月
13
日
㈪
ま
で
湯
の
台
温

泉
鳥
海
山
荘
内
、
も
だ
し
の
会
事
務
局

へ 

☎
６
１-

１
７
２
７

◆
希
望
者
は
八
幡
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
ま

で
送
迎
し
ま
す
。

ぴ
ー
ち
く
ぱ
ー
く
の
つ
ど
い

「
親
子
で
楽
し
む
軽
体
操
」

冬
の
ゼ
ロ
ポ
イ
ン
ト
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

参
加
者
募
集

ま
ち
か
ど
健
康
チ
ェ
ッ
ク

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
す
ま
い
る
の
催
し

【
楽
し
い
パ
ソ
コ
ン
教
室
２
月
生
募
集
】

時
間
／
金
曜
日
午
後
▼
場
所
／
ひ
ら
た

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
▼
定
員
／
４
人
▼
内

容
／
全
く
初
め
て
の
方
コ
ー
ス（
他
の

コ
ー
ス
も
あ
り
）▼
費
用
／
４
千
円（
資

料
代
）▼
申
し
込
み
／
カ
フ
ェ
す
ま
い

る
、
齋
藤 

☎
０
８
０-

３
５
２
６-

６

１
４
７

【
す
ま
い
る
名
作
映
画
鑑
賞
会
】期
日
・

内
容
／
２
月
１
日
㈬
・「
西
鶴
一
代
女
」、

８
日
㈬
・
西
部
劇「
西
部
の
男
」、
15
日

㈬
・「
男
は
つ
ら
い
よ
」、
22
日
㈬
・「
街

の
灯
」（
洋
画
）▼
時
間
／
午
後
１
時
30

分
～
▼
費
用
／
無
料

問
す
ま
い
る 
☎
５
２-

３
１
３
０

日
時
／
２
月
26
日
㈰
午
前
10
時
～
11
時

▼
場
所
／
富
士
見
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

防
災
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
２
歳
～
小
学

２
年
生
と
保
護
者
▼
定
員
／
20
組
▼
講

師
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
元
気
王
国 

江
口
直

氏
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
ぴ
ー

ち
く
ぱ
ー
く
へ 

☎
０
７
０-

５
６
２
１-

７
７
２
６

◆
託
児
希
望
の
方
は
事
前
に
申
し
込
ん

日
時
／
２
月
24
日
㈮
午
後
３
時
～
７
時

▼
場
所
／
東
北
労
働
金
庫
酒
田
支
店

（
千
石
町
一
丁
目
）▼
対
象
／
本
市
ま
た

は
遊
佐
町
在
住
か
勤
務
先
の
あ
る
方
▼

定
員
／
先
着
８
人
▼
相
談
員
／
東
海
林

正
樹
弁
護
士
▼
申
し
込
み
／
２
月
６
日

㈪
～
23
日
㈭
に
同
支
店
へ 

☎
２
２-

０

３
２
１

日
時
／
２
月
19
日
㈰
午
前
10
時
～
11
時

30
分
▼
場
所
／
県
立
鳥
海
学
園（
遊
佐

町
）▼
対
象
／
発
達
が
気
に
な
る
幼
児

～
小
学
生
と
保
護
者
▼
内
容
／
も
う
す

ぐ
ひ
な
祭
り
♪
お
ひ
な
さ
ま
を
作
ろ
う

▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
２
月
15

日
㈬
ま
で
鳥
海
学
園
へ 

☎
７
５-

３
３

３
４ 

5
７
５-

３
８
７
２

す
て
っ
ぷ 

遊
び
の
ひ
ろ
ば

勤
労
者
無
料
法
律
相
談

新 刊 紹 介

　正月、ひな祭り、端午
の節句、七夕、お盆、月
見、年越し・大晦日…。
　小説家・村上龍が、洗
練されて美しい、日本の
伝統的な行事をイラスト
とともに紹介する。池坊
いけばな、日本酒、和菓
子についても解説。

　12歳のスカーレットの
願いは、母さんと弟と３
人で暮らすこと。なのに
母さんは入院しなくちゃ
いけないし、弟は児童ケ
アホームに入らなくちゃ
いけない。どうして家族
が離ればなれになるの？
健気に生きる子どもたち
を描く。

日本の伝統行事 紅のトキの空 小学校の生活
村上龍／著　はまのゆか／絵
ラルフ・マッカーシー／英訳　講談社

ジル・ルイス／作　さくまゆみこ／訳
評論社 はまのゆか／絵　学研プラス

　「小学校って、どんな
ところ？」新しく小学生
になる子供の疑問に答え
る、生活絵本。授業や給
食など学校での１日をは
じめ、遠足、運動会といっ
た行事、進級などについ
てイラストで紹介します。�
○C ＴＲＣ

一般図書 中高生向け 児童絵本

日
時
／
２
月
５
日
㈰
午
前
９
時
10
分
～

正
午（
８
時
50
分
開
場
）▼
場
所
／
希
望

ホ
ー
ル
▼
内
容
／
園
児
に
よ
る
合
奏
な

ど
の
発
表
▼
出
演
／
西
荒
瀬
保
育
園
、

宮
野
浦
保
育
園
、
十
坂
保
育
園
、
北
新

橋
保
育
園
、
東
平
田
保
育
園
、
泉
保
育

園
、
上
田
保
育
園
▼
費
用
／
無
料

問
実
行
委
員
会
事
務
局（
上
田
保
育
園

内
） 

☎
２
５-

２
２
０
９

第
30
回
酒
田
幼
児
音
楽
の
広
場

な
ど
▼
費
用
／
１
千
５
０
０
円（
軽

食
・
飲
み
物
代
な
ど
）▼
申
し
込
み
／

２
月
10
日
㈮
ま
で
酒
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
へ 

☎
４
３-

８
１
６
５

（
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
） 
5
２
６-

５
６
１
７

血
管
年
齢
の
測
定
▼
費
用
／
無
料
▼
申

し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問
本
間
病
院
友
の
会 

☎
２
６-

６
６
３
１

で
く
だ
さ
い
。
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各種相談窓口、休日診療所の情報はここでチェック。
庄内のイベント情報も併せてご覧ください。
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庄

内
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域
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報

は

こ

ん

ん

た

な

2月の各種相談 ひとりで悩まずにご相談ください。

虐待かもと思ったら…
すぐにお電話をください

眠れない…は心の
SOS―一人で悩まず相談を―

☎市相談窓口電話番号

26-5734
☎児童相談所全国共通ダイヤル

189 いちはやく
◆連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。
◆�全国共通ダイヤルはお住まいの地域の児童相
談所につながります。

QRコード

児童相談所や市相談窓口では、出
産・子育てに関する相談をなんでも受
け付けています。気になることはぜひご
連絡ください。

市健康課 ☎24-5733
八幡総合支所地域振興課
☎64-3113
松山総合支所地域振興課
☎62-2611
平田総合支所地域振興課
☎52-3911
庄内総合支庁地域保健福祉課
☎0235-66-4931
◆�平日の午前8時30分〜
　　　　　　　　  午後5時15分

こころの相談窓口

酒田市休日診療所 2月の診療日

2月の診療日は、5日㈰、11日㈷、12日㈰、
19日㈰、26日㈰です。

診療時間／午前9時～正午、午後1時30分～5時
診療受付時間／午前8時30分～11時30分、午後1時～4時30分

（ただし午前11時30分～午後1時でも急患は受け付けます）
場所／船場町二丁目1-31 市民健康センター別館
電話／21-5225（診療日のみ）
平日の問い合わせ／市健康課健康係 ☎24-5733

※急病や軽いけがのときにおいでください。
※保険証を忘れずにお持ちください。

項目 日時（祝日を除く） 場所／問い合わせ

市民生活相談
月～金曜日／
8：30～17：15

（12：00～13：00を除く）

市役所6階、市民相談室
☎26-5760

消費生活相談 月～金曜日／
8：30～17：15

市役所6階、市消費生活センター
☎26-5761

多重債務相談 月～金曜日／
8：30～17：15

市役所6階、市消費生活センター
☎26-6266

山形財務事務所
借金返済に関する
相談窓口

月～金曜日／
8：30～17：15

（祝日、年末年始除く）

山形市緑町2-15-3、山形財務事
務所1階理財課［相談専用電話］
☎023-641-5201

いのちの110番 月～金曜日／
8：30～17：15

市役所6階、市民相談室
☎26-6236

人権相談

14日㈫、28日㈫／
9：30～12：00

市役所6階、市民相談室
☎26-5760

10日㈮／
9：00～12：00

ひらたタウンセンター
☎52-3910

人権相談
（人権擁護委員駐在日）

月・木曜日／
9：00～16：00

山形地方法務局酒田支局
☎25-2221

行政相談

7日㈫、21日㈫／
13：30～15：00

市役所6階、市民相談室
☎26-5760

10日㈮／
9：00～12：00

ひらたタウンセンター
☎52-3910

女性のための相談 月～金曜日／
9：00～16：00

交流ひろば1階
☎26-5616

年金受給相談
月～金曜日／
8：30～17：15

（祝日、年末年始除く）

街角の年金相談センター酒田
☎0235-23-5040

（鶴岡年金事務所）

交通事故相談 月～金曜日／
9：00～16：00

山形県交通事故相談所庄内支所
（庄内総合支庁内）
電話相談可。無料弁護士相談もあ
ります。 ☎0235-66-5452

教育相談
月～金曜日／
9：30～18：00
土曜日／9：30～12：30

総合文化センター2階、教育相談
室 70120-783-042

項目 日時（祝日を除く） 場所／問い合わせ

青少年相談 月～金曜日／
9：30～16：30

中町庁舎4階、市青少年指導センター
☎24-2901

心配ごと相談 7日㈫、21日㈫／
9：00～12：00

地域福祉センター（新橋二丁目1-19）
☎23-5765

生活困窮者
自立支援相談

月～金曜日／
8：30～17：15

（祝日、年末年始除く）

生活自立支援センターさかた（地域
福祉センター内）
☎25-0350 524-6299 
jiritsu@sakata-shakyo.or.jp

若者の就職・転職・
仕事の悩み相談

月～土曜日／
10：00～18：00

山形県若者就職支援センター
庄内プラザ（産業会館1階） 
70120-219-766

内職の相談 月～金曜日／
9：00～16：00

酒田産業会館1階、市商工港湾課
☎26-5757

労働相談（社会保
険労務士駐在日）

原則金曜日／
13：00～16：30

庄内総合支庁産業経済企画課
☎0235-66-5491

身体障がい者
更生相談

第2・第4水曜日／
13：00～15：00

市身体障害者福祉センター
☎26-3715

精神保健福祉相談
6日㈪／
13：30～15：30（要予約）
◆次回3月2日㈭。

酒田農業技術普及課
（若浜コミセン東隣）
問庄内保健所 ☎0235-66-4931

女性の健康相談 月～金曜日／
8：30～17：15

庄内保健所子ども家庭支援課
（庄内総合支庁1階）
問庄内保健所 ☎0235-66-5653

ひきこもり相談 28日㈫／
13：30～15：30（要予約）

庄内保健所地域保健福祉課相談
室（庄内総合支庁1階）
問庄内保健所 ☎0235-66-4931

エイズ・性器クラミジ
ア感染症、Ｂ型肝炎
およびC型肝炎個
別相談・検査

［相談］
月～金曜日／
8：30～17：15

［検査］
毎週火曜日／
9：20～12：00（要予約）

庄内保健所保健企画課健康相談
室（庄内総合支庁2階）
問庄内保健所 ☎0235-66-4920

　

昔
の
雪
国
文
化
体
験
や
朝
日
地
域
の
山
の
幸

満
載
の
鍋
な
ど
「
冬
」
を
思
い
っ
き
り
楽
し
む

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
時
／
2
月
26
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
2
時
▼

場
所
／
道
の
駅
「
月
山
」
月
山
あ
さ
ひ
博
物
村

駐
車
場
▼
内
容
／
雪
国
衣
装
体
験
、
あ
さ
ひ
屋

台
村
、
梵
字
川
渓
谷
雪
つ
り
橋
散
歩
、
ゴ
ジ
ラ

坂
け
っ
つ
す
べ
り
コ
ー
ナ
ー
、巨
大
熊
ス
ト
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
な
ど
（
天
候
な
ど
に
よ
り
変
更
・
中

止
す
る
場
合
あ
り
）

問
鶴
岡
市
朝
日
庁
舎
産
業
課
内
「
月
山
あ
さ

ひ
雪
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」
事
務
局 

☎
０
２

３
５-

５
３-

２
１
１
１

鶴 岡 市

月
山
あ
さ
ひ
雪
ま
つ
り
２
０
１
７

日
時
／
2
月
18
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
8
時
▼

場
所
／
月
の
沢
温
泉
北
月
山
荘
周
辺
▼
内
容
／

【
昼
】巨
大
滑
り
台
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
な
ど 

【
夜
】雪
上
打
上
げ
花
火
、
巨
大
か
ま
く
ら
に
映

し
出
さ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

問
月
の
沢
龍
神
街
道
ス
ノ
ー
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
（
庄
内
町
商
工
観
光
課

内
）
☎
５
６-

２
２
１
３
、
当
日
は
月
の
沢
温

泉
北
月
山
荘 

☎
５
９-

２
１
３
７

庄 内 町

月
の
沢
龍
神
冬
ま
つ
り

　

青
山
家
が
栄
華
を
誇
っ
た
こ
ろ
に
、
北
前
船

で
運
ば
れ
て
き
た
雛
人
形
や
、
遊
佐
町
に
古
く

か
ら
あ
る
雛
人
形
を
展
示
し
ま
す
。
華
や
か
に

彩
ら
れ
た
邸
内
を
ぜ
ひ
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間
／
2
月
14
日
㈫
～
4
月
2
日
㈰
▼
場
所
／

旧
青
山
本
邸
▼
入
場
料
／
大
人
４
０
０
円
、
高

校
・
大
学
生
３
０
０
円
、
小
中
学
生
２
０
０
円

問
旧
青
山
本
邸 

☎
７
５-

３
１
４
５

遊 佐 町

旧
青
山
本
邸
ひ
な
ま
つ
り

（
庄
内
雛ひ

な

街
道
）
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各種相談／はんこたんな／酒田市休日診療所／市役所へ行こう

　
八
幡
総
合
支
所
は
八
幡
タ
ウ
ン

セ
ン
タ
ー
内
に
あ
り
、
証
明
書
な

ど
の
発
行
、
農
業
に
関
す
る
相
談
、

地
域
の
行
事
の
こ
と
な
ど
市
民
生

活
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
同
セ
ン
タ
ー
内

に
は
ホ
ー
ル
や
図
書
館
な
ど
の
施

設
も
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

目
の
前
に
は
鳥
海
山
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白
菜
が
お
い
し
く
な
る
季
節
で
す
。

ギ
ュ
ッ
と
結
球
し
甘
み
を
蓄
え
た
白

菜
を
、
相
性
の
良
い
豚
肉
と
重
ね
蒸

し
に
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。
手
作

り
ポ
ン
酢
も
紹
介
し
ま
す
。

白
菜
の
重
ね
蒸
し

Chinese 
cabbage

娃わ

わ々

菜さ
い
を
白
菜
の
代
わ
り

に
使
っ
て
も
Ｏ
Ｋ
！ 

切
ら

ず
に
調
理
で
き
ま
す
。

豚肉（薄切り）·· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · 400㌘
白菜·· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · 500㌘
ショウガ·· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · 1かけ（15㌘）
水·· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · 200cc
酒·· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · 100ｃｃ

【手作りポン酢】
ユズ：4個（果汁100ｃｃ）　　しょうゆ：150ｃｃ
昆布（乾）：5㌘　　かつお節：5㌘
酢（必要に応じて適量）

❶白菜は、鍋の大きさに合わせ葉と芯を切り分ける。
ショウガは千切りにする。
❷鍋に白菜、豚肉、白菜、豚肉と5層～6層に重ね、
最後は白菜の葉先でフタをする。水、酒、ショウ
ガを加え、フタをして強火にかける。沸騰してから6
分ほど加熱し、肉の火の通りを見ながら加熱時間
を調整する。触ることができる温度まで少し蒸らし、
分けて器に盛り、ポン酢をつけてどうぞ。

【手作りポン酢の作り方】
ア手作りポン酢は、種が入らないようにユズの果汁
を搾る。足りなければ、酢を足して100ｃｃにする。
イ清潔な瓶などの容器にア、しょうゆを合わせ、そこ
へ昆布とかつお節を入れる。あとは、冷蔵庫で寝
かせてできあがり（じっくり寝かせるとうま味が染み
出ます）。

材料� 4人分

作り方

旬
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を

酒
田
市
食
生
活
改
善
推
進
員
が
ご
紹
介
し
ま
す
。

34

ポ イ ン ト

思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
や
子
ど
も
を
思
う
親
た
ち
と
の

出
会
い
の
中
で
、大
切
な
想
い
を
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
想
い
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。酒

田
市
立
八
幡
病
院

助
産
師
・
思
春
期
保
健
相
談
士

後
藤 

敬
子
さ
ん

「
思
う
こ
と
」と「
思
い
や
る
こ
と
」

第

回
6

「
受
験
勉
強
に
専
念
し
た
い
」
大
好
き

な
彼
か
ら
別
れ
の
宣
告
。「
気
持
ち
を

集
中
さ
せ
た
い
か
ら
、
電
話
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ

も
会
う
の
も
無
理
」
高
校
生
同
士
の
約

７
か
月
間
の
付
き
合
い
が
終
わ
っ
た
。

「
ど
う
し
て
？
」「
邪
魔
な
の
？
」「
嫌

い
に
な
っ
た
の
？
」
彼
女
は
納
得
で
き

ず
泣
き
な
が
ら
「
声
を
聞
か
せ
て
」
と

留
守
電
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
た
が
、

返
事
は
な
か
っ
た
。

　

彼
女
が
私
に
問
い
掛
け
た
。「
ど
う

し
た
ら
い
い
の
？
」
ず
っ
と
一
緒
で
仲

が
良
か
っ
た
の
に
訳
が
わ
か
ら
な
い
と

怒
り
、
泣
き
出
し
た
。
彼
女
に
彼
の
こ

と
を
思
っ
て
い
た
か
と
聞
け
ば
「
う
ん
、

す
ご
く
」そ
れ
な
ら
ば
、彼
を
思
い
や
っ

て
い
た
か
を
聞
く
と
「
え
？
」
と
言
葉

を
無
く
し
た
。
自
分
の
思
い
を
伝
え
る

こ
と
に
懸
命
で
、
受
験
生
で
あ
る
彼
の

生
活
や
立
場
を
考
え
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

　

彼
に
一
日
に
何
度
も
連
絡
し
た
彼
女
。

返
事
が
来
な
い
と
何
度
も
催
促
。
こ
れ

は
彼
に
と
っ
て
嬉
し
く
て
、
頑
張
る
力

に
な
っ
た
の
か
、
我
慢
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
こ
と
は
な
ん
だ
っ
た
の
か
。
私

た
ち
は
一
緒
に
考
え
話
し
合
っ
て
み
た
。

「
私
が
彼
だ
っ
た
ら
や
っ
ぱ
り
困
っ
た

と
思
う
。
嫌
な
彼
女
だ
っ
た
な
ぁ
。
ご

め
ん
ね
っ
て
謝
り
た
い
。
彼
な
ら
許
し

て
く
れ
る
も
の
」

「
謝
る
だ
け
で
い
い
の
ね
？
」

「
え
？ 

会
え
な
い
の
？ 

や
だ
。
こ
ん

な
に
思
っ
て
い
る
の
に
！
」

「
彼
が
ど
ん
な
思
い
で
別
れ
を
告
げ
た

か
考
え
て
み
よ
う
。
こ
ん
な
に
人
を
好

き
に
な
れ
て
よ
か
っ
た
と
区
切
り
を
つ

け
、
同
じ
失
敗
を
繰
り
返
さ
な
け
れ
ば

彼
と
の
出
会
い
は
宝
物
に
な
る
よ
」

　

さ
て
、彼
女
の
思
い
は
ど
う
な
る
か
…
。

「
思
う
こ
と
」
は
自
由
で
す
。
で
も·

「
こ
ん
な
に
思
っ
て
い
る
の
に
」
と
何

か
を
求
め
た
と
き
、
相
手
は
困
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
相
手
の
こ
と
を
思
っ
て

行
動
し
、
自
分
も
相
手
も
心
地
良
く
嬉

し
さ
や
喜
び
を
共
有
す
る
。
恋
人
や
家

族
を
思
う
な
ら
「
思
い
や
る
こ
と
」
が

大
切
な
の
で
す
ね
。
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企業の概要
沿　　革

商　　号
資 本 金
住　　所
電　　話
代 表 者
従業員数
事業内容

ホームページ

昭和61年12月立川町で設立、
平成4年5月酒田市錦町に移転、
平成28年11月酒田京田西工
業団地へ本社を移転および整
備工場を開設
株式会社テイデイイー
2,900万円
酒田京田二丁目53-5
☎31-4511
代表取締役 園部孝男
21人
機械電気事業、コンクリート事業、
維持修繕事業
http://www.tde-kk.co.jp/

46

市
内
企
業
の
優
れ
た
技
術
力
や
製
品
、 

サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

技
術
営
業
部

園
部
雄
太
さ
ん

若
い
と
き
は
経
験
を
積
む
こ
と
が

大
事
。苦
労
は
買
っ
て
で
も
。

株
式
会
社 

テ
イ
デ
イ
イ
ー

本社外観

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
る
社
風

　

当
社
の
主
な
仕
事
は
、
下
水
道
設
備

に
関
わ
る
機
器
の
施
工
か
ら
管
理
で
す
。

下
水
道
の
ポ
ン
プ
場
は
庄
内
で
８
０
０

以
上
あ
り
、
そ
の
多
く
に
関
わ
っ
た
実

績
が
あ
り
ま
す
。
近
年
で
は
下
水
道
関

連
機
器
の
新
設
よ
り
も
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
設
の

工
場
で
は
製
品
の
分
解
、
清
掃
、
組
み

立
て
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
時
代
の
流
れ
に
合
わ
せ
て
多
様

な
業
務
を
手
掛
け
て
お
り
、
昨
年
は
山

居
倉
庫
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
も
携
わ
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
こ
れ
ま
で
の
会

社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
な
が
ら
、
現

場
か
ら
の
意
見
を
大
事
に
し
て
、
新
規

事
業
の
開
拓
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
生
活
に
近
い
仕
事

　

当
社
は
工
事
部
門
の
社
員
全
員
が
あ

ら
ゆ
る
案
件
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。必
要
な
知
識
も
多
い
で
す
が
、

社
員
同
士
で
互
い
に
教
え
合
い
、
成
長

で
き
る
こ
と
か
ら
、
個
々
の
可
能
性
を

広
げ
ら
れ
る
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
こ
の
仕
事
の
や
り
が
い

は
、
生
活
に
直
結
す
る
仕
事
で
あ
る
こ

と
で
す
。
下
水
道
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
住

民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
影
響
を
与
え
る

た
め
、
製
品
は
ミ
ク
ロ
ン
単
位
の
正
確

さ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
施
工
後
も

的
確
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
い
、
安
心

し
て
使
用
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

VOL.

編
集
長
の
ひ
と
り
ご
と

ポ
ン
プ
は
高
さ
1
・
5
㍍
、

重
さ
約
1
2
0
キ
ロ
ɡ
。
大

き
な
も
の
は
8
0
0
キ
ロ
ɡ

を
超
え
る

山
居
倉
庫
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を

は
じ
め
、
特
定
の
業
務
に
縛

ら
れ
ず
挑
戦
し
て
い
る

か
け
離
れ
た
も
の
で
し
た
。
た
だ

た
だ
圧
倒
さ
れ
て
い
る
間
に
、
試

合
は
終
盤
へ
。
勝
利
の
瞬
間
、
喜

び
を
爆
発
さ
せ
る
チ
ー
ム
の
輪
の

中
で
、
そ
の
選
手
は
手
で
顔
を
覆

っ
て
涙
し
て
い
ま
し
た
。

　

勝
利
へ
の
思
い
が
実
を
結
び
、
涙

に
変
わ
る
瞬
間
。
会
場
だ
か
ら
こ
そ

伝
わ
る
感
動
に
、
涙
腺
が
崩
壊
し

た
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
住
む
街
酒
田
で
、
こ
ん
な

ド
ラ
マ
が
見
ら
れ
る
な
ん
て
…
。

　

リ
ー
グ
優
勝
を
目
指
し
、
ア
ラ

ン
マ
ー
レ
の
戦
い
は
続
き
ま
す
。

厳
し
い
ア
ウ
ェ
ー
の
戦
い
を
抜
け

た
先
に
、
さ
ら
な
る
感
動
が
待
っ

て
い
る
。
そ
う
信
じ
て
酒
田
か
ら

応
援
の
気
持
ち
を
送
り
ま
す
。

「
ア
ラ
ー
ン
マ
ー
レ
！
」

広
報
広
聴
係 

大
井
正
紀

「
私
の
街
さ
か
た
」
２
月
１
日
号
の

表
紙
は
、
平
成
29
年
酒
田
市
成
人

式
か
ら
、
晴
れ
着
姿
で
ピ
ー
ス
サ
イ

ン
の
新
成
人
。
実
は
こ
の
４
人
、
カ

メ
ラ
を
見
付
け
る
と
「
写
真
撮
っ

て
！
」
と
猛
ア
ピ
ー
ル
。
表
紙
写

真
で
は
、
カ
メ
ラ
に
視
線
を
も
ら

う
こ
と
は
少
な
い
の
で
す
が
、
お

か
げ
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
、
成
人
式

ら
し
い
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

話
は
変
わ
っ
て
こ
こ
か
ら
は
「
ア

ラ
ン
マ
ー
レ
お
じ
さ
ん
（
自
称
）
の

ひ
と
り
ご
と
」。
祝
！
ホ
ー
ム
２
連

勝
！
大
寒
波
の
中
、
本
当
に
多
く

の
方
が
会
場
で
ア
ラ
ン
マ
ー
レ
に

声
援
を
送
り
ま
し
た
。
チ
ー
ム
と

会
場
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
つ
か
み

取
っ
た
勝
利
。
素
晴
ら
し
い
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
で
し
た
。

　

試
合
の
取
材
中
、
私
は
あ
る
選

手
に
注
目
し
て
い
ま
し
た
。
い
え
、

正
確
に
は
目
を
離
す
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
の
で
す
。
大
声
で
仲

間
を
鼓
舞
し
続
け
、
勝
負
ど
こ
ろ

の
得
点
で
は
気
迫
の
ガ
ッ
ツ
ポ
ー

ズ
。
コ
ー
ト
内
で
見
せ
る
姿
は
、

私
が
抱
い
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
と
は
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